
お 知 ら せ 記者発表資料 令和２年 ３月１３日

＜同時資料提供先＞

合同庁舎記者クラブ・島根県政記者会・岡山県政記者クラブ・山口県政記者会・

山口県政記者クラブ・山口県政滝町クラブ・中国地方建設記者クラブ

『社会資本整備審議会 道路分科会 中国地方小委員会』を開催しました

中国地方整備局において、直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な

実施に関し、意見を聴取するため、社会資本整備審議会 道路分科会 中国地方小委員会

（令和元年度 第２回）を開催しましたので、お知らせします。

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から書面による議事としており、開催

結果を中国地方整備局のホームページに公開します。

１．議題 新規事業採択時評価について

・一般国道１９１号（山陰自動車道）益田西道路 島根県
さんいん ますだにし

・一般国道１８０号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津） 岡山県
おかやま おかやまにし にしなが せ なら づ

・一般国道１８８号 柳井･平生バイパス 山口県
やな い ひら お

２．委員 別紙参照

会議資料・議事概要については、中国地方整備局ホームページにて公開します。

(URL:http://www.cgr.mlit.go.jp/bunkakai/index.html)

○問い合わせ先
国土交通省中国地方整備局
ＴＥＬ０８２－２２１－９２３１（代表）

道路部 道路計画課長 兼 松 幸 一 郎 （内線4211）
かね まつ こ う い ち ろ う

（広報担当窓口） 広報広聴対策官 岩 下 恭 久 （内線2117）
い わ し た や す ひ さ

企 画 部 環境調整官 坂 本 泰 正 （内線3114）
さ か も と や す ま さ

国土を整え、 全力で備える



別 紙

社会資本整備審議会道路分科会

中国地方小委員会 委員名簿

（敬称略、順不同）

氏 名 所 属

【委員長】

藤 原 章 正 広島大学大学院 国際協力研究科 教授
ふ じ わ ら あ き ま さ

飯 野 公 央 島根大学 法文学部 准教授
い い の き み お

内 山 誠 一 中国経済連合会 専務理事
うち やま せ い い ち

小 池 淳 司 神戸大学大学院 工学研究科 教授
こ い け あ つ し

鈴 木 春 菜 山口大学大学院 創成科学研究科 准教授
す ず き は る な

橋 本 成 仁 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 准教授
は し も と せ い じ

福 田 京 子 地域づくりネットワーク 代表
ふ く だ き よ う こ

山 田 知 子 比治山大学 現代文化学部 マスコミュニケーション学科 教授
や ま だ と も こ



中国地方小委員会の概要と意見

□委員名簿 □議事概要（各委員からの意見）

□対象事業

・一般国道191号（山陰自動車道）益田西道路

・一般国道180号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津）

・一般国道188号柳井・平生バイパス

□結論

・一般国道191号（山陰自動車道）益田西道路

・一般国道180号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津）

・一般国道188号柳井・平生バイパス

の新規事業化については妥当である。

氏名 所属・役職

いいの きみお 島根大学法文学部 准教授
飯野 公央

うちやま せいいち 中国経済連合会 専務理事
内山 誠一

神戸大学大学院 工学研究科 教授こいけ あつし

小池 淳司

すずき はるな 山口大学大学院 理工学研究科 准教授
鈴木 春菜

はしもと せいじ 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 准教授
橋本 成仁

ふくだ きょうこ 地域づくりネットワーク 代表
福田 京子

【委員長】

広島大学大学院 国際協力研究科 教授ふじわら あきまさ

藤原 章正

やまだ ともこ 比治山大学現代文化学部マスコミュニケーション学科 教授
山田 知子

（敬称略、五十音順）

令和２年度予算に向けた道路事業の新規事業採択時評価について、中国地方
小委員会を持ち回り開催した結果を、以下のとおり社会資本整備審議会道路分
科会に報告する。

令和 ２年 ３月１３日
社会資本整備審議会道路分科会

中国地方小委員会委員長 藤原 章正

【一般国道191号（山陰自動車道）益田西道路】
・山陰道の個別事業の評価を一連の効果を発揮するネットワークで
行うことは妥当である。

【一般国道180号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津）】
・特筆事項なし。

【一般国道188号柳井・平生バイパス】
・当事業は沿線だけでなく、山口県西部の道路ネットワークの強化
に資する重要な事業であり、主要３便益以外にも当該地域にとって
小さくない便益があると考える。

【全般事項】
・事業の実施にあたっては、小委員会における審議内容を適切に反映
されたい。

・なぜこの事業が次年度新規事業となるのかその考え方を明確に
すべき。

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=2/ig=240x320/id=6c040d867954bca8/l=rx/da=s/tid=MMSI04_04/bzi=0/fst=0/q=%E6%B2%96%E7%B8%84 %E6%B8%8B%E6%BB%9E/SIG=12h3phgal/EXP=1245396551/*-http:/www.otemo-yan.net/usr/otemochan/%E6%B8%8B%E6%BB%9E.JPG


 

 

社会資本整備審議会 道路分科会 
令和元年度 第２回中国地方小委員会 

【持ち回り開催】 
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【審議事項】 
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資料 １   中国地方小委員会について 

資料 ２－１ 新規事業候補箇所説明資料 

 一般国道１９１号（山陰自動車道）益田西道路 

資料 ２－２ 新規事業候補箇所説明資料 

 一般国道１８０号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津） 

資料 ２－３ 新規事業候補箇所説明資料 

 一般国道１８８号 柳井・平生バイパス 

資料 ３   事業評価部会報告資料 

 

 

 

 



資料 １

中国地方小委員会について

１．目的

直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施

に関し、意見を聴取すること等を目的として設置。

２．今年度の主な議題等

① 新規事業採択時評価

② 計画段階評価

③ 地域の道路事業の効率的な実施について意見聴取

①、②については、道路分科会事業評価部会に報告。
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社会資本整備審議会 道路分科会 事業評価部会 

中国地方小委員会 

中国地方小委員会の位置付けについて 

■小委員会の事務【中国地方小委員会運営規則（第２条）】 

 １．直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に

関し、整備局からの報告を受けること。 

 ２．整備局の報告に対し意見がある場合には、分科会長に対してその具

申を行うこと。 

（国土交通省本省） 報
告 

○事業評価部会 

 直轄事業等の事業評価にあたり意見を聴取すること等を目的として設置する。 

（中国地方整備局） 



社会資本整備審議会道路分科会 中国地方小委員会運営規則

（趣旨）

第１条 本規則は、「社会資本整備審議会道路分科会運営規則」（平成22年8月3日道路分

科会決定）に基づいて中国地方整備局（以下「整備局」という。）に設置する地方

小委員会（以下「小委員会」という。）の組織、委員、会議、庶務その他委員会の

設置等に関して必要な事項を定めるものである。

（小委員会の事務）

第２条 小委員会は、社会資本整備審議会道路分科会長（以下「分科会長」という。）の

指名に基づき、以下の事務を行う。

１ 直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、整備局か

らの報告を受けること。

２ 整備局の報告に対し意見がある場合には、分科会長に対してその具申を行うこと。

（小委員会の委員及び組織）

第３条 小委員会に属すべき委員等（社会資本整備審議会令（平成十二年六月七日政令

第二百九十九号）第４条第５項の「委員等」という。以下同じ。）は、道路分科会

に属する委員等のうちから、分科会長が指名する。

２ 委員等は、１０名以内で組織する。

３ 委員等の任期は、２年とする。

４ 委員等は、再任されることができる。

５ 委員会に委員長を置き、分科会長が指名する。

（会議）

第４条 小委員会は、委員長が招集する。

２ 小委員会は、審議方法を定めた社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員

会運営要領を決定する。

（会議の成立条件）

第５条 会議は委員等の三分の一以上の出席がなければ開催することができない。

（小委員会の庶務）

第６条 小委員会の庶務は、中国地方整備局の道路部路政課において処理する。

附 則

この規則は、平成２８年１２月１４日から施行する。



社会資本整備審議会道路分科会

中国地方小委員会 委員名簿

（敬称略、順不同）

氏 名 所 属

【委員長】

藤 原 章 正 広島大学大学院 国際協力研究科 教授
ふ じ わ ら あ き ま さ

飯 野 公 央 島根大学 法文学部 准教授
い い の き み お

内 山 誠 一 中国経済連合会 専務理事
うち やま せ い い ち

小 池 淳 司 神戸大学大学院 工学研究科 教授
こ い け あ つ し

鈴 木 春 菜 山口大学大学院 創成科学研究科 准教授
す ず き は る な

橋 本 成 仁 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 准教授
は し も と せ い じ

福 田 京 子 地域づくりネットワーク 代表
ふ く だ き よ う こ

山 田 知 子 比治山大学 現代文化学部 マスコミュニケーション学科 教授
や ま だ と も こ



社会資本整備審議会道路分科会 中国地方小委員会運営要領

１．目 的

本運営要領は、社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員会運営規

則第４条２項に基づき、小委員会の審議の方法に関し必要な事項を定め、

もって小委員会の透明性・客観性及び円滑な会議運営に資するものである。

２．委員会の運営に関する事項

(1) 外部からの意見聴取

小委員会は、必要に応じて外部から意見を聴くことができる。

①意見を聴取する者の選出は、予め各委員の意見を聴いて委員長が

決定する。

②意見の聴取方法は、会議への出席又は書面による提出のいずれか

により行うことができる。

(2) 会議の進行

会議の進行は、委員長が行う。

(3) 会議の記録

事務局は、会議の議事要旨及び議事録を作成し、出席した委員の確認

を得なければならない。

３．審議過程の透明性の確保に関する事項

(1) 会議の公開

会議は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、会議の内

容によっては委員会に諮り、非公開とすることができる。

(2) 会議に提出した資料等の公表

会議に提出した資料、議事要旨及び議事録は公表する。ただし、個人

情報等で公表することが適切でないと小委員会が判断する資料等につい

ては、公表しないものとする。

(3) 公表に係る事務

公表に係る事務については、事務局が行う。

４．その他委員会を運営する上で必要となる事項

本運営要領に定めのない事項及び本運営要領の変更は、小委員会で審議

し決定する。

附 則

１ 本運営要領は、平成２２年１２月７日から施行する。



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

令和２年度
新規事業候補箇所説明資料

令和２年３月

国土交通省 中国地方整備局

一般国道１９１号 （山陰自動車道）

益田西道路
ま す だ に し

さ ん い ん

資料 ２-１



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし
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ある。

・一般国道191号 益田西道路は益田市戸田町～益田市飯田町に至る延長9.1kmの道路である。
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高津IC

益田駅

9
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島根県

9

飯田IC

萩・石見空港

至津和野町

益田市

益田赤十字病院

▲大道山

益田漁港

石見臨空
ファクトリーパーク

久城IC

益田市役所

至
萩
市

191

益田西道路 延長9.1km益
田
市
戸
田
町

益
田
市
飯
田
町

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

須子IC

ます だ にし
ま
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だ
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だ

ち
ょ
う

ま
す

だ
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だ
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N

・益田西道路は、延長9.1km、設計速度80km/h、完成2車線で事業費約330億円。

・令和2年2月に計画段階評価手続きが完了している。

２．事業概要

2

事業位置図

標準断面図

計画概要

地元調整の経緯等

ます だ にし

土工部
※L=50m未満の橋梁も同様の幅員構成

橋梁部
※L=50m以上の橋梁

(単位：m)

■計画段階評価の状況
・H27年4月：中国地方小委員会
・H28年6月：第1回 中国地方小委員会
・H28年11月～12月：意見聴取（第1回）
・H29年8月：第2回 中国地方小委員会
・H30年11月：第3回 中国地方小委員会
・H31年3月～R元6月：意見聴取（第2回）
・R元年12月：第4回 中国地方小委員会

■地域の要望等
・H29年7月 :山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・H29年11月:山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・H30年8月 :山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・H30年11月:山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・R元年6月 :島根県西部高速道路利用促進協議会が

国土交通省へ要望
・R元年7月 :山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・R元年10月 : 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が

国土交通省へ要望
・R２年2月 ： 島根県知事、益田市長が国土交通省へ要望

起終点 島根県益田市戸田町
～島根県益田市飯田町

計画延長 延長 9.1km

設計速度 80km/h

車線数 完成2車線

計画交通量 約8,500～
13,200台/日

全体事業費 約330億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,000台/日 約3,200台/日 約5,000台/日



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

３．現状と課題

3

・島根県内の山陰道で、現在開通しているのは、安来道路、松江道路、松江自動車道、多伎・朝山道路、朝山・大田道路、
仁摩・温泉津道路、江津道路、浜田道路、浜田・三隅道路、益田道路であり、湖陵・多伎道路、出雲・湖陵道路、静間・仁
摩道路、大田・静間道路、福光・浅利道路、三隅・益田道路は事業中。
・益田道路以西は、島根県内で唯一高速ネットワークが事業化されていない区間であり、益田西道路は当該区間の一部を担う
高速ネットワークを形成するために必要な区間である。

※高速ネットワーク：走行性の高いネットワーク（当面現道活用区間含む）

現状 高速ネットワークを形成するために必要な道路

事業中

遠
田
IC

石
見
三
隅
IC

事業中

（仮
）浅
利
IC

石
見
福
光
IC

事業中

仁
摩
・石
見
銀
山
IC

大
田
中
央
・三
瓶
山
IC

事業中

出
雲
多
伎
IC

出
雲
IC

益田西道路
延長 9.1km

三隅・益田道路
福光・

浅利道路
静間・仁摩道路
大田・静間道路

湖陵・多伎道路
出雲・湖陵道路

当面現道
活用区間

E9
E9

E74

E54

E2A

令和5（2023）年度
開通予定

令和6（2024）年度
開通予定※

※トンネル工事・大規模橋梁工事・大規模法面対策工事等が順調に進捗した場合

令和7（2025）年度
開通予定※



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

4

至
浜
田
市

益田川

高津川

至 萩・長門

至

広
島
市

日本海
飛砂・滞砂区間

国営農地

JR山陰本線
江崎駅

戸
田
小
浜
駅

17

304

328
255

331

14

256

242

14

311

310

54

高津IC

9

9

田万川

飯浦駅

170

道の駅 ゆとり
パークたまがわ

213

9

9

305

萩・石見空港

萩市
(旧田万川町)

益田市

至 小川

益田赤十字病院幅員狭小トンネル幅員狭小トンネル

石見臨空
ファクトリーパーク

久城IC

益田市役所

Ｎ

187

488

191
至
萩
市

至津和野町

×

× ×

9

※H22道路交通センサス混雑時旅行速度を用い算出

３．現状と課題

4

・国道191号（高津IC交差点～戸田町）は、高津川洪水浸水想定区域や、防災点検要対策箇所（1箇所）、飛砂・堆砂区間
が存在。
・人家連単区間や交差点部などにおいて、死傷事故率が全国平均を上回る箇所が存在。
・周辺には代替路がなく、通行止めが発生した場合、通常時の約３倍の時間の大幅な迂回を強いられている。

課題① 災害及び安全性に対して脆弱な道路ネットワーク

【課題箇所の状況】

海岸浸食に伴う、転倒の恐れのある擁壁
延長Ｌ＝約160ｍ
防災点検要対策箇所
⇒変状発生時は通行止措置必要

写真②写真①

冬期の飛砂及び堆砂
持石海岸並行区間において、冬期に発生

（資料：「昭和四十七年七月豪雨災害誌」 （建設省中国地方建設局））

浸水区間Ｌ=約1,000ｍ

・高津川流域において既往最大規模の洪水。
・堤防決壊など被害が続出し、市民生活や地域経済
活動に甚大な影響を与えた。

【昭和47年水害の氾濫区域】

写真②

写真①

益田西道路

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

須子IC

ます だ にし

N

益
田
市
戸
田
町
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す

だ

と

だ

ち
ょ
う

益
田
市
飯
田
町

ま
す

だ

い
い

だ

ち
ょ
う

凡 例

防災点検要対策箇所

災害時通行規制箇所
（S47・S58災害）

洪水浸水想定区域

死傷事故率が高い箇所

×

【国道191号須子～田万川間の
通行止め時の迂回状況】

約30 分

約100 分

0

40

80

120

通常時 迂回時
※道路交通センサス混雑時旅行速度を用い算出

通行止め時
は通常時の
約3倍

（分）

《田万川総合支所～益田市役所間》

至 津和野町

高津川洪水
浸水想定区域



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし
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浜
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国営農地

328 255

331
14

256
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311
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9

9

9

9

益田市

益田赤十字病院

石見臨空
ファクトリーパーク

久城IC

益田市役所

至

広
島

191

至

萩
・
長
門

至津和野

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

飛砂・滞砂区間

ファクトリー
パーク入口交差点

萩・石見空港入口交差点

高津IC交差点

関東、広島

須子IC

高津IC

19.900台/日
(1.39)

九州、下関

N

浜田港

8 分 13分

0

5

10

15

最小所要時間 最大所要時間

３．現状と課題

5

課題②-1 物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・重要港湾である、浜田港の合板生産拠点へは、九州より定期的な木材の運搬が行われているが、材料の安定供給に課題。
・益田市の主要な産業拠点である石見臨空ファクトリーパークから、東西方向への電子部品等の物流ルートとなる、国道191号や
市道雁丁線は安定した搬送に課題。

◆石見臨空ファクトリーパークがある企業の進出
候補地となったが、交通手段が不便であるこ
とが候補から外れた要因の一つとなった。
（益田市産業支援センター）

【益田市における製造業の従業者割合】

資料：H30工業統計及び益田市提供資料

◆工業団地から高速道路ICが遠いのは
デメリットであり、物流効率が良くない。
（産業用機械製造企業）

ファクトリーパークの状況

地域の声

平面・縦断線形
不良箇所

※ルートは石見臨空ファクトリー
パーク 立地企業への聞き取り

速度低下
区間

【石見臨空ファクトリーパークの物流ルート状況】

写真①

分譲済

39.0%
空き

61.0%

凡 例

一般国道

物流経路（現状）

主要渋滞箇所

平面線形不良箇所（150m未満）

縦断線形不良箇所（ ｉ＞5%）

速度低下区間
（旅行速度20km/h以下区間）

N

0～20km/h 20～30km/h
30～40km/h 40km/h以上

7:00
8:00
9:00

10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00

時間帯

最大500m

最大1,050m

※ETCプローブデータH30.9～11の時間帯別の最大,最小値

【ファクトリーパーク入口交差点
～高津IC交差点間の所要時間】休日

ばらつき約５分
（分）

平均

10分

写真①

資料：（工業団地分譲率）
島根県 商工労働部 企業立地課調べ （R2.3時点）

【石見臨空ファクトリーパークの分譲状況】

全体42.8ha
うち11社立地分譲済16.7ha

その他益田市, 76%
ファクトリー

パーク, 

24%
0% 50% 100%

平日
7:00
8:00
9:00

10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00

時間帯

E9

木材

電子部品等

健康食品等



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

益田市内

（国営農地除く）

93%

国営農地

7%

2,103百万円

（H26）

関西方面へ

九州方面へ

国営農地

メロン出荷ルート

ぶどう出荷ルート

３．現状と課題
課題②-2 物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・益田市は農業が盛んであり、果樹、野菜、畜産等が大規模に展開されているが、近年の農作物産出額は横ばい。
・益田市の特産品であるメロンは九州方面へ出荷されておらず、また、ぶどうは九州への出荷量が約４割程度。
・益田市には農業の主要な拠点である国営農地があるが、農作物の販路拡大及び安定輸送には市場への速達性の向
上と走行性の向上が課題。

・旧農林省が食料自給率アップと農業の大規
模化を目的に、1970年代から30年続けた農
地造成

・益田地区は、約420haと県内最大の農地開
発で、主な作物は果樹（123ha）、
野菜（42ha）、ケール（77ha）

・個別経営が主体であるが、株式会社、合同
会社、農業法人などの組織体10社も参入

福岡
27%

北九州
9%

浜田
7%

益田
6%

山口
0.4%

出雲転送
51%

ぶどう

資料：JAしまね西いわみ提供

益田
54%

浜田
12%

出雲
4%

松江
16%

米子
3%

大阪
11%

メロン

資料：JAしまね西いわみ提供

・島根県内3地区
・約９割が利用されており、
農畜産物と加工農産物の
生産額が益田市の1割を占める

（資料/益田地域の農業の概要（島根県））

地域の声

※1集計対象はJAのみ
※2農業生産によって得られた農畜産物と、

その農畜産物を 原料として作られた
加工農産物を販売して得た利益額 益田市調べ

【国営農地開発事業】

22.9
21.4 21.0 20.2 20.1

21.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29

【益田地域の農産物産出額の推移】 【産出額】

【 H27益田市のメロンの地域別出荷先】 【 H27益田市のぶどうの地域別出荷先】

【国営農地からの販路ルート】

6

九州方面への
出荷量は

約4割程度

九州方面への
出荷はされていない

出荷額が横ばい

益田西道路

(億円)

・販路拡大の面では、九州地方に拡大したい。

・出荷時期がずれることで、九州には市場がある。

・配送時間が短縮されて路線便が増えることに期待している。
（ＪＡしまね西いわみ）



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

３．現状と課題
課題③ 第二次救急医療施設へのアクセス

・当該地域唯一の幹線道路である国道191号は、高津ＩＣ交差点を中心に交通集中による慢性的な渋滞が発生。
・救急医療施設の無い、萩市の旧須佐町、旧田万川町では、重篤患者の緊急搬送を益田赤十字病院に依存しているが、交
通課題のある国道１９１号を通過せざるを得ない状況であり、速達性、確実性に課題。

【第二次救急医療機関への搬送ルートおよび搬送件数】

写真①

国道191号高津IC付近の渋滞状況

7

◆国道191号を利用した搬送では、交通事故が発生した場合、上下線通行止めとなることが多く、迂回路
がないことが課題。

◆国道191号の高津IC交差点付近が渋滞しているため、速達性が確保できない。交通分散が図れれば
現場搬送がし易くなり高速搬送が可能となる。

◆通常時は想定している走行時間からルートを選ぶが、通常選択するルートが混雑し追い抜き等が難しい
時間帯もあるので、多くの搬送ルートができることが重要。

◆山陰道ができれば小川地区（萩市山間地域）からのアクセスも良くなり、内陸側・海側両方からの速達
性向上も期待できる。

【第二次救急医療機関への搬送時間】
道の駅ゆとりパークたまがわ ⇒ 益田赤十字病院

18分

23分

0

20

40

最小搬送時間 最大搬送時間

ばらつき
約５分

※萩市消防署弥冨出張所の救急搬送実績R元年8～9月

（分）

平均
搬送時間
20分

凡 例

一般国道

搬送経路（現状）
搬送経路
（益田西道路整備時）

主要渋滞箇所

速度低下区間
（旅行速度
20km/h以下区間）

第二次救急医療施設
への30分圏域内

島根県

山口県

萩市
（旧須佐町・旧田万川町）

山間集落

萩市消防署
弥富出張所 第二次救急

医療施設

写真①

N

消防署の声

14

14

※H30年度国道191号経由救急搬送実績

須子IC

戸田IC
(仮称)

白上IC
(仮称)



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

0km 500m 1km 2km

▲大道山

高津川

至津和野町

ますだ

益田市

益田漁港

日本海

すこ

須子IC

▲大道山

191

戸田小浜駅

益田西道路 延長9.1km

全体延長：9.1km
土工延長：約8.2km(90％)
橋梁延長：約0.9km(10％)

９
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市

ま
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だ
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とだ
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13,900台/日

9,300台/日

15,500台/日

9,100台/日
4,500台/日

13,400台/日

至
浜
田
市

至

広
島
市

191

９

(

起)

島
根
県
益
田
市
戸
田
町

し
ま
ね

ま
す

だ

と

だ

ち
ょ
う

0km 500m 1km 2km

益田赤十字病院

石見臨空ファクトリーパーク

飯
田
町

い
い

だ

ち
ょ
う

高津IC

国営農地

萩・石見空港

蟠竜湖自然公園

益田市役所

飛砂・滞砂区間

(

終)

島
根
県

し

ま

ね

しらかみ

白上IC
(仮称)

４．事業計画

・災害や事故等の現道課題を回避し、主要な産業拠点の利便性の拡大や萩・石見空港等の観光拠点のアクセスを考慮し、経
済発展等の地域振興に寄与するため、別線の高規格道路とした。

8

：計画段階評価で決定した対応方針（案）

N

E9

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所(H19～H29)

災害時通行規制箇所(S47･S58災害時)

防災点検要対策箇所

平面線形の厳しい箇所

縦断線形の厳しい箇所

死傷事故率が高い箇所

交通量（H27センサス）

市街地(集落)

工業団地

主な施設

市町村境界線

車線数(2車線/4車線)

洪水浸水想定区域

交通量台/日

○○施設

（単位:m）
標準横断図

土工部
※L=50m未満の橋梁も
同様の幅員構成

橋梁部
※L=50m以上の橋梁

DL = 0. 0 00

2 0. 0 00

4 0. 0 00

6 0. 0 00

8 0. 0 00

1 0 0. 0 00

kp012345789 6

100.00

50.00

DL=0.00

橋梁約110m

橋梁約140m 橋梁約370m 橋梁約90m

橋梁約150m
橋梁約20m

橋梁約30m

計画縦断図

0.5%

0.61%



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

至

浜
田
市

益田川

高津川

至 萩・長門

至

広
島
市

山口県
日本海

国営農地

JR山陰本線
江崎駅

戸
田
小
浜
駅

17

304

328
255

331

14

256

242

14

311

310

54

高津IC

9

9

田万川

飯浦駅

島根県

170

道の駅 ゆとり
パークたまがわ

213

9

9

305

須子IC

萩・石見空港

萩市
(旧田万川町)

益田市

至 小川

幅員狭小トンネル幅員狭小トンネル

石見臨空
ファクトリーパーク

久城IC

益田市役所

Ｎ

187
488

191
至
萩
市

至津和野町

益田赤十字病院

飛砂・滞砂区間

５．整備効果

9

・災害に対し信頼性の高い道路ネットワークの確保、物流ネットワークの確保、救急医療サービスの向上等。
・産業の活性化による雇用の確保や観光拠点である萩・石見空港からの広域的な観光周遊等による交流人口の拡大により、地
方都市である益田市の地域振興に繋がる高規格道路。

整備効果

【救急医療サービスの向上】

当該道路の整備により、速達性の高い道路
ネットワークが形成される

交通混雑区間を回避し、救急搬送の速達
性の向上が期待される

【物流ネットワークの確保】

当該道路の整備により、工業団地から高速道
路ネットワークへのアクセスが向上する

主要な産業拠点である工業団地等へのアクセス
が向上することで、新たな企業の進出や既存企
業の活性化の支援が期待される

【災害に対し信頼性の
高い道路ネットワークの確保】

当該道路の整備により、現道の代替路として
機能する道路が整備される

現道の課題箇所を回避し、災害に対し信頼性
の高い道路ネットワークの確保が期待させる

益
田
市
飯
田
町

益
田
市
戸
田
町

益田西道路

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

須子IC

ます だ にしま
す

だ

と

だ

ち
ょ
う

ま
す

だ

い
い

だ
ち
ょ
う

Ｎ

凡例

一般国道

対象区間

防災点検要対策箇所

災害時通行規制箇所（S47・S58災害）

主要渋滞箇所

洪水浸水想定区域

×

【高津IC交差点～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸの所要時間】
現況13分 → 整備後7分 （約6分短縮）

【田万川総合支所～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸの所要時間】

現況19分 → 整備後16分 （約3分短縮）

【災害区間の回避】

高津川浸水想定区域、飛砂・滞砂区間、

防災点検要対策箇所の回避



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

６．事業の効果

10

・浜田JCT～小月JCT間における総費用は972億円、3便益による総便益は1,965億円で費用便益比は2.0である。
・益田西道路間における総費用は251億円、3便益による総便益は156億円で、費用便益比は0.6である。

項 目 JCT間 益田西

費用（Ｃ） 972 251

事業費 846 225

維持管理費 125 25

便益額（Ｂ） 1,965 156

走行時間短縮便益 1,555 134

走行経費減少便益 330 11

交通事故減少便益 79 11

費用便益比 2.0 0.6

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 11.6% 1.4%

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

※「ＪＣＴ間」とは浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴの区間。
「益田西」とは益田西道路の全区間。

※総費用、総便益については、基準年（R元年）における現在価値を記入。
※総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

（億円）▶投資効果（３便益による費用便益比）



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

６．事業の効果

山陰道（浜田JCT～小月JCT） L=約170km

山陽自動車道

調査中区間
L=約16km

（ルート・構造未確定）

事業中区間
L=13.9km

（俵山・豊田道路）

開通済区間
L=5.5km

（長門・俵山道路）

調査中区間
L=約8km

（ルート・構造未確定）

開通済区間
L=15.2km

（萩・三隅道路）

調査中区間
L=約24km

（ルート・構造未確定）

事業中区間
L=5.1km

（木与防災）

調査中区間
L=約31km

（ルート・構造未確定）

新規事業

候補箇所
L=9.1km

開通済区間
L=7.8km

（益田道路）

事業中区間
L=15.2km

（三隅・益田道路）

開通済区間
L=14.5km

（浜田・三隅道路）

開通済区間
L=7.7km

（浜田道路）
Ｂ/Ｃ EIRR

新規事業候補箇所 ※１ ※１ ○ ※１ 0.6 1.4%

ＪＣＴ間※2
○ ○ ○ ○ 2.0 11.6%

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対象区間
須
子（仮）

戸
田

○広域ネットワーク（ＪＣＴ間）での費用便益分析 ＜益田西道路＞

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1 ：新規事業候補箇所のB/C等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む ※2：基準年をR元として計算 11



一般国道１９１号 （山陰自動車道） 益田西道路
さんいん ます だ にし

６．事業の効果

12

・浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴ間における防災機能評価の脆弱度は、整備前０．９２（Ｃ）から整備後０．３７（Ｃ）と防災機能ランクは変
わらないものの、脆弱度の値は改善される。

・益田西道路における防災機能評価は脆弱度に改善は見られないものの、累積脆弱度の値が改善される。

防災機能評価 内 容

改善ペア数 防災計画等に位置付けられた拠点を結ぶペアのうち、評価区間を利用するペア数。

脆弱度 平時に対し、災害時の到達時間がどの
程度長くなるかを表す指標。

防災機能ランク 脆弱度の数値をＡ～Ｄランクで分類。

累積脆弱度の変化量 脆弱度×被災区間の延長から算出される累計脆弱度を整備前後で比較した差。

改善度 整備によって、到達時間がどの程度短
くなるかを示す指標

評価 道路整備により、防災機能ランクが改善する場合は「◎」、防災機能ランクに改善は見られないものの、脆弱度や累積脆弱度の値の改善が見ら
れる場合は「○」として評価。

■益田西道路の防災機能評価結果

災害時も
平時と同じ
時間で到達

災害時に
平時の1.5倍の
時間で到達

災害時に
到達困難

ランク 脆弱度 解釈

A 0 災害時も平時と同じ期待所要時間

B 0より大～1/3未満 災害時は平時の1.5倍未満の期待所要時間

C 1/3以上～1未満 災害時は平時の1.5倍以上の期待所要時間

D 1 災害時には到達不可能

整備による
到達時間の
短縮はない

整備により
到達時間が
2/3に短縮

整備により
到達時間が
1/3に短縮

不通を
解消

（参考）防災機能評価の考え方

12

改善
ペア数

脆弱度
〔防災機能ランク〕 累積脆弱度の

変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

23

(2)

0.92

［C］

0.86

［C］

0.37

［C］

0.86

［C］

▲216.82

(▲7.70)

0.09

(0.03)

0.70

(0.00)

〇

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

令和２年度
新規事業候補箇所説明資料

令和２年３月

国土交通省 中国地方整備局

一般国道１８０号（岡山環状道路）

岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
お か や ま に し に し な が せ な ら づ

資料 ２-２

お か や ま



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

１．これまでの検討経緯

・岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループにおいて、関係機関と合意形成を図り、対応方針を決定。

1

岡山県道路交通渋滞対策部会
（H24.7設置）

岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ
（H３０.６.５設置）

《第１回： H３０.６.５》

■ 設置の背景、目的の共有
■ 現状の課題
■ 対策実施状況
・国道２号、国道180号岡山西バイパスを含む岡山都市圏における地
域、道路、交通課題および、対策実施状況の共有

《第２回： H３１.２.１５》

■ 追加短期対策の効果検証
■ 渋滞要因分析
■ 対応方針（案）について

・国道２号における追加短期対策の効果検証、渋滞要因分析を踏
まえた対応方針（案）、渋滞対策メニュー（案）について検討・議論

《 R2.2.17公表》
国道180号岡山西バイパス（西長瀬～楢津）を

優先整備区間として選定

岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ：構成メンバー

所属 役職

国土交通省中国地方整備局 道路部道路計画課長

〃 道路部交通対策課長

会長 〃 岡山国道事務所長

岡山県土木部 道路建設課長

岡山県警察本部交通部 交通規制課 交通管制センター長

副会長 岡山市都市整備局 道路部 道路計画課長

倉敷市建設局 都市計画部長

〃 土木部長

早島町 建設農林課長

《第３回： R２.２.１７》

■ 渋滞要因分析
■ 対応方針（案）について

・国道180号岡山西バイパスにおける渋滞要因分析を踏まえた対応
方針（案）、渋滞対策メニュー（案）について検討・議論



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

１．これまでの検討経緯

2

51.227.219.050.431.732.434.235.042.330.231.521.3

45.526.811.434.411.625.922.318.220.920.923.48.9

43.224.511.220.99.224.820.415.218.715.918.611.1

46.622.910.944.424.426.918.925.127.222.526.210.9

45.123.912.444.424.927.719.626.225.924.225.410.3

46.923.012.645.125.926.719.324.426.123.025.512.0

48.224.314.845.427.428.822.925.525.521.424.412.3

48.724.515.046.528.330.123.526.125.121.425.411.3

47.025.513.345.526.129.522.225.223.622.624.711.3

47.124.411.644.524.928.820.621.323.020.424.09.3

45.920.98.842.318.625.720.119.719.017.622.410.0

42.214.56.236.212.823.723.118.017.617.920.57.5

37.612.35.937.915.824.324.117.720.218.418.76.1

46.323.214.144.928.027.929.424.525.220.622.110.5

51.227.219.050.431.732.434.235.042.330.231.521.3

45.526.811.434.411.625.922.318.220.920.923.48.9

43.224.511.220.99.224.820.415.218.715.918.611.1

46.622.910.944.424.426.918.925.127.222.526.210.9

45.123.912.444.424.927.719.626.225.924.225.410.3

46.923.012.645.125.926.719.324.426.123.025.512.0

48.224.314.845.427.428.822.925.525.521.424.412.3

48.724.515.046.528.330.123.526.125.121.425.411.3

47.025.513.345.526.129.522.225.223.622.624.711.3

47.124.411.644.524.928.820.621.323.020.424.09.3

45.920.98.842.318.625.720.119.719.017.622.410.0

42.214.56.236.212.823.723.118.017.617.920.57.5

37.612.35.937.915.824.324.117.720.218.418.76.1

46.323.214.144.928.027.929.424.525.220.622.110.5

31.939.620.030.940.611.036.819.723.637.834.738.8

26.637.617.317.436.96.225.511.714.423.623.632.7

25.338.017.120.139.86.423.312.513.018.418.016.6

28.435.217.022.638.29.529.212.013.022.724.030.0

27.738.617.724.139.010.431.712.914.426.126.434.7

29.237.217.825.938.611.130.913.114.127.627.935.8

29.336.417.727.438.112.634.613.416.326.126.336.5

28.436.318.925.939.612.232.812.914.926.428.235.1

28.336.018.325.339.612.133.014.016.326.328.235.4

30.436.517.426.741.215.033.914.215.025.425.835.1

29.335.017.828.039.313.534.613.214.520.326.435.5

30.929.617.524.038.88.327.112.412.518.823.035.0

32.234.818.220.638.06.923.612.412.422.626.434.4

29.440.019.019.840.411.331.014.116.328.528.835.8

31.939.620.030.940.611.036.819.723.637.834.738.8

26.637.617.317.436.96.225.511.714.423.623.632.7

25.338.017.120.139.86.423.312.513.018.418.016.6

28.435.217.022.638.29.529.212.013.022.724.030.0

27.738.617.724.139.010.431.712.914.426.126.434.7

29.237.217.825.938.611.130.913.114.127.627.935.8

29.336.417.727.438.112.634.613.416.326.126.336.5

28.436.318.925.939.612.232.812.914.926.428.235.1

28.336.018.325.339.612.133.014.016.326.328.235.4

30.436.517.426.741.215.033.914.215.025.425.835.1

29.335.017.828.039.313.534.613.214.520.326.435.5

30.929.617.524.038.88.327.112.412.518.823.035.0

32.234.818.220.638.06.923.612.412.422.626.434.4

29.440.019.019.840.411.331.014.116.328.528.835.8

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

交通量 超過交通量

6時
7時
8時
9時
16時
17時
18時
19時

旅行速度
上り

野殿西町

西長瀬

大樋橋西

280m

360m

ピーク時
交通量（断面）

平田西

御南中口

バイパス
田中

中仙道
幼稚園前

野殿西町交差点を先頭に
最大渋滞長1080m

（pcu/時）

Ｎ

凡 例
渋滞長

渋滞長：1回目の青信号で通過でき
なかった交通量の車列の長さ

出典：R1交通実態調査結果

凡 例
信号交差点

主要渋滞箇所

370m

910m

交通課題が特に高い区間（西長瀬～楢津東）

1080m
国道2号立体化事業中

下り
6時
7時
8時
9時
16時
17時
18時
19時

旅行速度
下り

凡 例
10km/h未満

10km/h以上20km/h未満

20km/h以上30km/h未満

30km/h以上40km/h未満

40km/h以上50km/h未満

50km/h以上

データなし

上り

資料:ETC2.0 Ｒ元.9～11 平日

平田西

凡 例

本線

側道

６車線 ４車線 ２車線

４車線 ２車線

西長瀬交差点以北で交通容量を超過

19,500台/日

12,800台/日

9,900台/日

21,700台/日

35,600台/日

38,100台/日

24,100台/日

24300台/日

27,800台/日

23,000台/日

25,100台/日

24,200台/日

86,700台/日 29,500台/日

92,400台/日

交通量 台/日
出典：R1交通実態調査結果

出典：H27全国道路・街路
交通情勢調査

交通量 台/日

450m
180m

40m

90m

西長瀬、野殿西町交差点を
先頭に渋滞発生

190m

480m

440m

交通量（pcu/時）

凡 例
交通容量

超過交通量（pcu/時）

出典：R1交通実態調査結果
※pcu：乗用車換算台数

・岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループにおいて、西長瀬交差点～楢津東交差点間を交通課題が特に高い区間として、
優先的に整備を進める方針を決定。

ならづひがし

にしながせ

なかせんどう

ようちえんまえ

ばいぱすたなか

ひらたにし
おおひばしにし

楢津東のどのにしまち

みなんちゅうぐち

おおひばしにし ひらたにし

なかせんどう

ようちえんまえ にしながせ のどのにしまち ならづひがし

野殿西町大樋橋西 中仙道
幼稚園前

平田西 楢津東西長瀬



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

一般国道180号岡山西バイパス

（西長瀬～楢津）

岡山県

倉敷市

矢掛町井原市

笠岡市

里庄町

浅口市

総社市

新見市

吉備中央町

高梁市

北区

美咲町

久米南町

津山市

鏡野町

真庭市

新庄村

奈義町

勝央町

和木町

西粟倉村

備前市
赤磐市

瀬戸内市
東区

中区

南区

玉野市

１．位置図

・一般国道180号は、岡山県岡山市北区から島根県松江市に至る延長約170kmの主要幹線道路である。

•一般国道180号岡山西バイパス（西長瀬～楢津）は、岡山県岡山市に位置する延長3.5kmのバイパスである。

おかやま きた

3

おかやま にし おかやま

まつえ

広域図

Ｎ

今回評価路線
高規格幹線道路 開通区間

事業中路線
一般国道 開通区間

事業中路線

凡 例

Ｎ

岡山市役所

86,700台/日

29,500台/日

27,800台/日

23,000台/日

19,500台/日

12,800台/日

岡山市北区

岡山市中区

E2

吉備SIC

岡山市南区89,600台/日

92,400台/日

35,600台/日
38,100台/日

25,100台/日

26,300台/日

24,200台/日

24,100台/日

9,900台/日
21,700台/日

岡
山
西
バ
イ
パ
ス
（
西
長
瀬
～
楢
津
）

延
長
3.5
Km

お
か
や
ま
に
し

に
し
な
が
せ

な
ら
づ

位置図

岡山県岡山市北区楢津
おかやま おかやま きた ならづ

岡山県岡山市北区西長瀬
おかやま おかやま きた にしながせ

凡 例

計画区間
高規格幹線道路
一般国道（直轄区間）
補助国道
主要地方道
一般県道
事業中区間
市町村境
市役所

にしながせ ならづ

おかやまにし

にしながせ ならづ

起点

終点



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

岡山市役所

86,700台/日

29,500台/日

27,800台/日

23,000台/日

19,500台/日

12,800台/日

岡山市北区

岡山市中区

E2

吉備SIC

岡山市南区89,600台/日

92,400台/日

35,600台/日
38,100台/日

25,100台/日

26,300台/日

24,200台/日

24,100台/日

9,900台/日
21,700台/日

岡
山
西
バ
イ
パ
ス
（
西
長
瀬
～
楢
津
）

延
長
3.5
Km

お
か
や
ま
に
し

に
し
な
が
せ

な
ら
づ

岡山県岡山市北区楢津
おかやま おかやま きた ならづ

岡山県岡山市北区西長瀬
おかやま おかやま きた にしながせ

Ｎ

・一般国道180号岡山西バイパス（西長瀬～楢津）は、延長3.5km、設計速度60km/h、完成4車線で、事業費約330億円。
・昭和54年3月に都市計画決定。昭和55年1月、平成13年3月に都市計画変更。

２．事業概要

4

事業位置図

おかやまにし

区 間 岡山県岡山市北区西長瀬～岡山県岡山市北区楢津

計 画 延 長 3.5km

設 計 速 度 60km/h

車 線 数 4車線

計 画 交 通 量 約34,300台/日

全 体 事 業 費 約330億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約24,200台/日 約4,500台/日 約5,600台/日

■概略ルート構造の検討、都市計画手続きの状況

・S54年3月：都市計画決定（L=5.6km）

・H23年3月：全線側道供用

・H31年6月：岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ（検討着手）

・R2年2月 ：岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ（優先整備区間選定）

■地域の要望等

・H30年5月：岡山県知事が国土交通省に事業化要望

・H30年8月：一般国道180号岡山県整備促進期成会が国土交通省に事業化要望

・R元年6月：岡山県知事が国土交通省に事業化要望

・R元年8月：一般国道180号岡山県整備促進期成会が国土交通省に事業化要望

・R2年1月 ：岡山市長が国土交通省に事業化要望

おかやま きた にしながせ おかやま きた ならづ

＜開通済＞ ＜開通済＞

計画概要

地元調整の経緯等

にし なが せ ならづ

（資料：R1.11調査、平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）

終点

起点

(単位：mm)

＜街路＞ ＜街路＞

＜本線＞標準断面図



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

３．現状と課題

5

・岡山市中心部では、通過交通の流入や交通の集中により、渋滞が発生。
・岡山環状道路の整備により、通過交通の中心部への流入を抑制し、また、郊外から中心部への交通を分散導入することで、岡
山市中心部の交通混雑の緩和及び交通安全の確保が期待。

現状 岡山市中心部の環状道路を形成するために必要な道路

（主）岡山
吉井線

（主）岡山
牛窓線

（主）岡山
玉野線

（主）岡山
港線

都心部

岡山西BP

放射道路に
交通が集中

（主）岡山
吉井線

（主）岡山
牛窓線

（主）岡山
玉野線

（主）岡山
港線

都心部

岡山西BP

都市内の道路
にバランスよく
交通が分散

現
在
の
岡
山
都
市
圏
の
道
路
網
の
姿

将
来
の
岡
山
都
市
圏
の
道
路
網
の
姿

岡山環状道路整備概要 岡山環状道路の機能
Ｎ

国管理 岡山市管理

開通済み区間
※暫定開通含む

未開通区間

事業中

既都計

未都計

凡 例

高規格幹線道路
一般国道（直轄区間）
補助国道
主要地方道
一般県道

180

一
般
国
道

号
岡
山
西
バ
イ
パ
ス

お
か
や
ま
に
し

岡
山
西
バ
イ
パ
ス
（
西
長
瀬
～
楢
津
）

延
長
3.5
Km

お
か
や
ま
に
し

に
し
な
が
せ

な
ら
づ

(主)岡山赤穂線
3.5km

江並～升田
1.3km

(市)藤田浦安
南町線
1.6km

岡山環状
南道路
2.9km

総社・一宮
バイパス
1.5km



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

360m

190m

360m

910m
370m

野殿西町交差点

西長瀬交差点

岡山市役所

岡山県庁

総社・一宮バイパス

吉備SIC

岡山IC

1080m

440m480m

岡山市
北区

楢津東交差点

450m

岡山JCT

大樋橋西交差点

25,100台/日

24,200台/日

38,100台/日 35,600台/日

21,700台/日
12,800台/日

180

側
道
部
2
車
線
供
用

側
道
部
4
車
線
供
用

一
般
国
道

号
岡
山
西
バ
イ
パ
ス

お
か
や
ま
に
し

27,800台/日

24,100台/日

9,900台/日

県西部と都心部の流出入は
岡山西バイパスを経由

（資料：R1.11調査）

３．現状と課題

6

・岡山市は県西部との結びつきが強く、県西部と岡山都心部の流出入は、岡山西バイパスを経由。
・当該区間は１日２万台を超える交通量（従道路も２万台を超える交通量）があるが側道部の暫定供用で、平面２車線の道路
構造であることから主要渋滞箇所が２箇所存在するなど、慢性的な交通混雑が発生。

課題① 交通混雑による旅行速度の低下

写真①

写真①

至 岡山市南区

至 総社市

【凡例】

渋滞長

主要渋滞箇所

交通量交通量台/日

国道180号岡山西バイパスの交通流動、主要渋滞箇所、渋滞長

岡
山
西
バ
イ
パ
ス

※単位:千台/日
※5千台/日以上の流動を表示

資料:岡山国道事務所調べ

西方面との
結びつきが強い

岡山市周辺地域の交通流動

慢性的に旅行速度が
20㎞/h未満に低下

ピーク時に旅行速度が
20㎞/h未満に低下

時間帯により旅行速度が
20㎞/h未満に低下

慢性的に旅行速度が
20㎞/h未満に低下

ならづひがし

のどのにしまち

にしながせ

おおひばしにし



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

岡山西バイパスの死傷事故率

３．現状と課題
課題② 速度低下による追突事故が発生

7

・岡山西バイパスは、野殿西町交差点をはじめとした交差点や西長瀬～野殿西町間の単路部などで死傷事故率が高く、西長
瀬～楢津間の死傷事故率は全国平均の約2.4倍の153件／億台キロと非常に高い状況。
・事故類型では著しい交通混雑に起因する、追突事故の割合が約４分の３を占め、安全性に課題。

64.7

153.1

0

100

200

全国平均 岡山西バイパス

当該区間

（件/億台ｷﾛ）

全国平均の
約2.4倍

（資料：ITARDAデータ 全国平均：H29、野殿西・西長瀬：H26-H29）

（資料：ITARDAデータ（H26-H29））

岡山西バイパス当該区間の事故類型

楢津東

野殿西町

西長瀬

大樋橋西

■区間別死傷事故率

上
り

下
り

020
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40
0
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0
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00
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全
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14
00

全
国

平
均

6
4
.7

件
/

億
台

km

中仙道
幼稚園前

バイパス
田中

御南中口

平田西

野殿西町交差点で
速度低下による
追突事故が多く

死傷事故率が高い

凡 例
信号交差点

主要渋滞箇所

岡山西バイパスの事故発生状況

（資料：ITARDAデータ（H26-H29））

360m

190m

360m

910m

370m

1080m

440m480m

450m

野殿西町交差点で
速度低下による
追突事故が多く

死傷事故率が高い

にしながせ

ならづひがし

のどのにしまち

なかせんどう

ようちえんまえ

ばいぱすたなか

ひらたにし

おおひばしにし

みなんちゅうぐち



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

吉備中央町

岡山市

岡山市立市民病院

西消防署

吉備中央救急

足守救急

高松救急

当該区間
岡山済生会総合病院

あしもり

たかまつ

きびちゅうおう

おかやまさいせいかい

おかやましりつしみん

３．現状と課題

8

課題③ 救急搬送活動の阻害

・岡山西消防署管内における緊急搬送の約６割を、岡山市立市民病院（第二次救急医療施設）と岡山済生会総合病院（第
二次救急医療施設）で担っているが、主要な搬送ルートである岡山西バイパスの交通混雑の影響を受ける等、救急搬送に支
障。

救急車両の通行が阻害

H27年5月に事業区間沿線に
岡山市立病院が開院

西消防署管内の救急搬送状況 西消防署管内における病院別搬送件数

【凡例】

西消防署管轄エリア

二次救急医療施設

（資料：岡山市消防局提供）

岡山西バイパスを通行する救急車両

（N=3,168件）

西消防署管内の
約６割を搬送

岡山市立
市民病院

43％
岡山

医療センター
21％

その他
19％

岡山済生会
総合病院

16％



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

４．事業計画

・沿道交通と通過交通の分離による渋滞の緩和、交通の円滑化による交通事故の減少、救急搬送の円滑化に寄与するため、
西長瀬～楢津間の立体化とした。

9

※人口はH27国勢調査

岡山市役所

岡山県庁

41,900台/日

32,400台/日

36,900台/日

33,400台/日

43,600台/日

50,700台/日
42,400台/日

39,900台/日

87,600台/日

86,700台/日
29,500台/日

27,800台/日

23,000台/日

19,500台/日 12,800台/日

23,500台/日

16,500台/日

23,500台/日

38,600台/日

29,900台/日
34,200台/日

42,500台/日

岡山市北区

岡山市中区

岡山大学病院

後楽園

E2

吉備SIC

岡山IC

岡山市南区
北区役所

岡山赤十字病院

（一
）原

尾
島

番
町

線

（主
）岡

山
赤

穂
線

89,600台/日

92,400台/日

35,600台/日

38,100台/日

25,100台/日

26,300台/日

24,200台/日 24,100台/日

9,900台/日

21,700台/日楢津東東野山町
野殿西町

大樋橋西

西長瀬

平田西

中仙道
幼稚園前

一般国道180号

岡山西バイパス（西長瀬～楢津） 延長3.5km
おかやまにし にしながせ ならづ

一般国道180号

総社・一宮バイパス

延長5.9km

そうじゃ いちのみや

岡
山
県
岡
山
市
北
区
西
長
瀬

お
か
や
ま

お
か
や
ま

き
た

に
し
な
が
せ

岡
山
県
岡
山
市
北
区
楢
津

お
か
や
ま

お
か
や
ま

き
た

な
ら
づ

終
点

起
点

縦
断
図

ＪＲ
山陽本線

ＪＲ
山陽新幹線

ＪＲ
吉備線

（市）
一宮楢津

1号線

（市）
一宮山崎
13号線

楢津東東野山町野殿西町西長瀬
笹ヶ瀬川

橋長 約1,110m 橋長 約2,070m

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

通行止め箇所（H26～H30）

防災点検要対策箇所

平面線形の厳しい箇所

縦断線形の厳しい箇所

死傷事故率が高い区間

交通量（H27センサス）

交通量調査（R1.11）

市街地（集落）

工業団地

主な施設

市町村境界線

車線数（2車線/4車線/6車線）

津波浸水想定区域

津波浸水予測区間

交通量台/日

○○施設

交通量台/日

標
準
横
断
図

＜街路＞ ＜街路＞

＜本線＞
〔単位：m〕

な ら づ ひ が し

の ど の に し ま ちにしながせ

お お ひ ば し に し

なかせんどう
ようちえんまえ

ひ ら た に し

ひがしのやまちょう

な ら づ ひ が しの ど の に し ま ちにしながせ ひがしのやまちょう



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

５．整備効果

10

・幹線道路の交通渋滞解消、幹線道路の交通安全性の向上、救急医療活動の円滑化等。

整備効果

【幹線道路の交通安全性の向上】

当該道路の整備により、安全で快適な走行環境が形成される

当該区間の交通混雑が解消することで、交通混雑に起因する追
突事故の減少が期待される（事故危険箇所１箇所を回避）
【当該区間の死傷事故件数】

現況34件/年→整備後23件/年 （約11件/年削減）
【当該区間の死傷事故率】

現状153.1件/億台キロ→整備後50.6件/億台キロ

【救急医療活動の円滑化】

当該道路の整備により、現場から救急医療施設への速達性が向上
する

当該区間の交通混雑が解消することにより、二次救急医療施設
への搬送時間が短縮し、救急医療活動の円滑化への寄与が期待
される
【吉備中央町から市立市民病院への搬送時間】

現況51分→整備後43分 （約8分短縮）

【幹線道路の交通混雑解消】

当該道路の整備（４車線立体化）により、速達性の高い道路ネットワ
ークが形成が形成される

側道部の交通が高架部に転換することにより、側道部で発生し
ている交通混雑の解消が期待される（主要渋滞箇所２箇所を回
避）
【渋滞損失時間】

現況106万人時間/年→整備後10万人時間/年 （約96万人時間/年削減）
【旅行速度】

【現状】16㎞/h → 【整備後】60㎞/h

岡山市役所

86,700台/日

29,500台/日

27,800台/日

23,000台/日

19,500台/日

12,800台/日

岡山市北区

岡山市中区

E2

吉備SIC

岡山市南区89,600台/日

92,400台/日

35,600台/日
38,100台/日

25,100台/日

26,300台/日

24,200台/日

24,100台/日

9,900台/日
21,700台/日

一
般
国
道

号

岡
山
西
バ
イ
パ
ス
（
西
長
瀬
～
楢
津
）

延
長
3.5
Km

お
か
や
ま
に
し

に
し
な
が
せ

な
ら
づ

180

岡山県岡山市北区楢津
おかやま おかやま きた ならづ

岡山県岡山市北区西長瀬
おかやま おかやま きた にしながせ

Ｎ

事業位置図

岡山市立
市民病院

【凡例】

主要渋滞箇所

交通量（H27センサス）

交通量調査（R1.11）

通行止め箇所（H26～H30）

死傷事故率が高い区間

（300件/億台ｷﾛ）

交通量台/日

交通量台/日

【凡例】

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

終点

起点



一般国道１８０号（岡山環状道路） 岡山西バイパス（西長瀬～楢津）
おかやまにし にしながせ ならづおかやま

６．事業の効果

11

・全体事業費の総費用は244億円、3便益による総便益は1,148億円で費用便益比は4.7である。

項 目 全体事業

費用（C） 244

事業費 230

維持管理費 14

便益額（B） 1,148

走行時間短縮便益 1,010

走行経費減少便益 108

交通事故減少便益 30

費用便益比 4.7

（億円）▶投資効果（３便益による費用便益比）

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

経済的内部収益率（EIRR） 16.7％

※総費用、総便益については、基準年（R元年）における現在価値を記入。
※総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

令和２年度
新規事業候補箇所説明資料

令和２年３月

国土交通省 中国地方整備局

一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
や な い

資料 ２-３

ひ ら お



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会

■ 現状の課題について
■ 地域の将来像について
■ 地域との合意形成方法について
・国道１８８号を含む柳井・平生地域における地域、道路、交通課題

及び地域の将来像を共有

■ 地域との合意形成の取組みについて
■ 期待される整備効果について
■ 政策目標、対策案について
■ 対応方針について
■ 地域との合意形成方法について
・地域課題やアンケート等を踏まえた政策目標を確認し、総合的な

評価による対応方針を決定

■ 地域との合意形成の取組みについて
■ 都市計画・河川改修の課題への対応について
■ 検討結果とりまとめ（整備方針について）
・政策目標及び対応方針（バイパス＋一部現道拡幅）に対する地

域との合意形成を確認し、田布路木橋架替を含めた土穂石川河
川改修事業・アクセス道路整備の関連事業についても県・市が主
体的に進めていく整備方針を確認

第１回： H３１.２.２２

１．これまでの検討経緯

「バイパス＋一部現道拡幅」を対応方針に決定

柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会：委員構成

所属 役職

国土交通省中国地方整備局 道路部道路計画課長

〃 山口河川国道事務所長

会長 山口県土木建築部 部長

〃 道路建設課長

〃 都市計画課長

〃 河川課長

副会長 柳井市 建設部長

平生町 建設課長

住民・地域との情報共有、合意形成の取組

■ 住民アンケート
■ 企業ヒアリング
・道路の課題や地域の課題、道路整備検討に際してどの

ような道路にするべきかについて意見を聴取

第１弾： H３１.４～R１.５

■ 広報活動（HP、広報誌、ケーブルテレビ、SNS等）
■ 意見交換会（座談会形式、オープンハウス）
■ アンケート（意見交換会参加者を対象）
・政策目標に関する意見、対応方針（バイパス＋一部現

道拡幅）に期待する内容について聴取

第２弾： R１.７

第２回： R１.６.２６

第３回： R１.８.９

・柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会において、住民・地域と合意形成を図り、対応方針を決定。

1

検討の流れ



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

１．これまでの検討経緯

・柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会において、国・県・市町が各事業を主体的に進めていく整備方針を決定。

2

整備方針

交通安全の確保
救急医療機関への
速達性・確実性の確保

観光振興の促進
産業振興を支援する
ネットワークの強化

交通の円滑化
災害等に強い

信頼性の高い道路
ネットワークの確保

●交通事故の減少

●安全な歩行空間の確保

●救急搬送時間短縮

●介護サービス等の向上

●観光周遊ルート形成

●観光客の増加

●交通渋滞の解消

●定時性の確保

●災害時の走行性確保

柳井市火力発電所周東総合病院前交差点 周東総合病院に向かう救急車 柳井金魚ちょうちん祭り 渋滞の様子（田布路木交差点付近） 土砂災害の発生（H30.7下松市）

●企業誘致の促進

●雇用の拡大

柳井市

国道188号柳井・平生バイパス

期 待 さ れ る 整 備 効 果

188

70

188

7

72

165

152

164
23

22

23

22

22

163

138

柳井市役所

柳井駅

柳井港

柳井地区広域消防本部

県立
柳井高校

柳井学園高校

県立熊毛南高校

平生町役場

中国電力(株)
柳井発電所

白壁の町並み

サザンセト伊保庄
マリンパーク

般若寺

平生町

ひらお
特産品センター

柳井金魚ちょうちん祭り

ひらお
十七夜まつり

周東総合病院

至

岩
国

至 下松

田布施町

柳井港駅
田布施駅

田布施町役場

柳井商工高等学校

役所・役場

駅・港

病院

高校

観光地・イベント

消防署

発電所

（R1.5撮影） （R1.5撮影） （R1.5撮影）

国道188号
柳井・平生バイ パス

山 口 県

島根県
広島県

N

整備方針（柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会）

資料／第３回柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会資料

～賑わいにあふれ安心して暮らせるまちづくりの実現へ向けて！～



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

２．位置図

・一般国道188号は、山口県岩国市から山口県下松市に至る延長約72kmの主要幹線道路である。

・一般国道188号柳井・平生バイパスは、山口県柳井市南町５丁目から山口県熊毛郡平生町宇佐木に至る延長2.2kmの道路
である。

いわくに くだまつ

3

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

18,800台/日
12,400台/日

至

下
松
市

やない ひらお

柳井市役所

一般国道188号 柳井・平生バイパス
延長2.2km

やない ひらお

位置図

山口県

交通量／平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

（終
）
山
口
県
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い

み
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柳井地区広域
消防組合消防本部

周東総合病院

柳井商工高等学校

◎

文

188

165

22

188

188

や な い みなみまち く ま げ ひらおちょう う さ な ぎ

凡例

： 計画区間

： 一般国道（直轄区間）

： 主要地方道

： 一般県道

： 住宅等

： 森林等

： 河川等

柳井市



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

18,800台/日
12,400台/日

至

下
松
市

やない ひらお

柳井市役所

（終
）
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
宇
佐
木

く
ま
げ

ひ
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お
ち
ょ
う
う
さ
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岩
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柳井地区広域
消防組合消防本部

周東総合病院

柳井商工高等学校

◎

文
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165

22
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188

柳井市
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・一般国道188号柳井・平生バイパスは、延長2.2km、設計速度60km/h、完成4車線で、事業費約70億円。

・令和2年2月に都市計画決定（変更）。

３．事業概要

4

事業位置図

やない ひらお

標準断面図

起終点 山口県柳井市南町５丁目～山口県熊毛郡平生町宇佐木

計画延長 延長 2.2km

設計速度 60km/h

車線数 完成4車線

計画交通量 約18,200台/日

全体事業費 約70億円

乗用車 小型貨物 普通貨物
約13,000台/日 約3,100台/日 約2,100台/日

計画概要

地元調整の経緯等

土 工 部

橋 梁 部
■都市計画決定等の状況
・H31年2月：第１回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（検討着手）
・H31年4月～ R元年5月：意見聴取（第１回）
・R元年6月：第２回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（対応方針決定）
・R元年7月：意見聴取（第２回）
・R元年8月：第３回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（整備方針決定）
・R2年2月：都市計画決定（変更）・告示
■地域の要望等
・H30年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H30年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・H30年11月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H31年2月：山口県知事と山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R元年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年11月：柳井市長、平生町長が国土交通省及び財務省に早期事業化要望

凡例

： 計画区間

： 一般国道（直轄区間）

： 主要地方道

： 一般県道
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： 住宅等

： 森林等

： 河川等

単位：ｍ



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

S63年度迄 開通済
延長2.2km（2/4）

S63年度迄 拡幅
延長0.7km（4/4）

H27.3
開通済

延長1.0km
（4/4）

H15.4
開通済(BP)
延長1.9km
（2/4）

H21.4
開通済(BP)
延長0.6km
（2/4）

柳井商工高等学校

柳井高等学校

柳井市役所

平生町役場

柳井学園高等学校

やない

柳井バイパス
延長3.5km

く
ま
げ
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ょ
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さ
な
ぎ

（
終
）
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
宇
佐
木

４．現状と課題

5

・一般国道188号柳井・平生バイパスは、山口県東部沿岸地域の主要幹線道路ネットワークを担い、柳井・平生地域の安全性
の向上及び交通の円滑化に寄与するものである。

現状 山口県東部沿岸地域の東西道路ネットワークを形成するために必要な道路
やない ひらお

交通量／平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

N

至

岩
国
市

やない

柳井局改
延長2.3km

ひらお

平生局改
延長3.5km

至

下
松
市

や
な
い

み
な
み
ま
ち

（
起
）
山
口
県
柳
井
市
南
町
５
丁
目

22

188

188

23

152

165 72

やない ひらお

一般国道188号 柳井・平生バイパス
延長2.2km

凡例

対象区間
一般国道(2車線)
一般国道(4車線)
主要地方道
一般県道
JR山陽本線
市役所
町村役場
高校
病院
その他施設
工業地域

18,800台/日

周東総合病院

12,400台/日

13,962台/日

18,236台/日

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

柳井地区広域
消防組合本部

平生町

柳井市



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

通勤時間帯に国道
188号に交通が集中

至 下松

至 岩国
至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

低速走行する
LNG運搬車

至 下松

至 岩国

右折車両による
直進車両の進行阻害

４．課題
課題① 交通混雑による地域間道路ネットワーク機能の低下

6

・対象区間は整備済み区間に挟まれた２車線区間となっているため、交通容量不足に起因する著しい交通混雑が発生。
・対象区間の現道は混雑度が１.２５※を超え、交通混雑による地域間道路ネットワーク機能が低下。

【交通混雑状況】 写真①（R1.5撮影）

写真②（R1.5撮影）

走行を阻害され
ている大型車

至 下松

至 岩国
渋滞車両

写真③（H30.7撮影）

走行を阻害され
ている大型車

ひらお

平生局改

対象区間

S63年度迄
開通済
（2/4）

S63年度迄
拡幅

（4/4）

やない ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km

至

岩
国
市

や な い

柳井市

188

平生町役場

柳井商工高等学校

柳井高等学校

柳井市役所

柳井学園高等学校

しゅうとう

周東総合病院

や
ま
ぐ
ち

く
ま
げ
ぐ
ん

ひ
ら
お
ち
ょ
う

う
さ
な
ぎ

山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
宇
佐
木

至

下
松
市

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

柳井地区広域
消防組合本部

山口県

140百台/日

混雑度1.19

188百台/日

混雑度1.38

124百台/日

混雑度1.02

188百台/日

混雑度0.70

平生小学校

中国電力柳井発電所
（柳井LNG基地）

・山口県全域、広島県、島根県、
九州北部に至るまで広範囲に
LNGを供給する施設

・大型タンクローリーで国道188号
を利用して運搬

・周辺に民間の都市ガス製造拠点
も立地し、県内広範囲へ供給

や
ま
ぐ
ち

や
な
い

み
な
み
ま
ち

山
口
県
柳
井
市
南
町
５
丁
目

ひらお ちょう

平生町

やない

柳井局改
やない

柳井バイパス

凡例

対象区間 病院
一般国道 学校
主要地方道 その他施設
一般県道 工業地域
JR山陽本線
市役所
町村役場

※H27全国道路・
街路交通情勢調査

交通量台/日

混雑度

N

※混雑度１.２５とは、ピーク時間帯はもとより、
ピーク時間を中心として混雑する時間帯が
増加する可能性が高い状態。



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお
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４．課題
課題② 事故が多く安全性に課題

7

・周辺住民は、国道188号を生活道路、通学路として利用しているが、歩道未整備区間が存在するとともに、通勤車両や
沿線からの出入り交通、通学生徒等が錯綜し危険な状況。

・バイパス整備区間の国道188号死傷事故率は、全国平均の最大約2.9倍と高い箇所が存在し、安全性に課題。

平均超過箇所 平均未満箇所 64.7件／億台キロ（H29全国平均死傷事故率）

300

200

100

0

全国平均の
約２．９倍

全国平均の
約２．４倍

【死傷事故率】
（件/億台キロ）

資料／交通実態調査結果（R1.5.21）、通行規制データ（H26-H30）、事故統合データベース（H26-H29）

【渋滞状況と安全性における課題箇所】
▼自転車の走行状況▼交差点の流出入状況

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

至 下松

至 岩国

様々な交通が混在・錯綜

細街路からの流入車

従道路から
の流入車

左折車

右折車

直進車

左折車

写真①（R1.5撮影） 写真②（H30.7撮影）至 岩国

至 下松

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2km

N

柳井商工高等学校
文

周東総合病院

築
廻
交
差
点

田
布
呂
木
交
差
点

田
布
路
木
交
差
点

宇
佐
木
交
差
点

周
東
総
合
病
院
前
交
差
点188

188

至

下
松

至

岩
国

▼交差点の錯綜状況

学校へ向かう高校生

病院へ向かう歩行者

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

至 岩国

至 下松 写真③（R1.5撮影）

やない ひらお

平生町

柳井市

155.9
104.0

188.1

98.7

正面衝突

追突

出会い頭

右左折

その他

車両単独

人対車両

67%

7%

7%

13% 3%

3%

▼死傷事故の内訳（N=30件）

凡例

対象区間

渋滞長（7～8時台の最大渋滞長）

事故による通行止め（H26-H30）

死亡事故発生箇所（H26-H29）

歩道未整備区間

通学路（小学校）

通学路（中学校）

通学路（高校）



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

４．課題
課題③ 救急医療施設への救急搬送能力が低下

・第二救急医療施設への搬送は、国道188号が唯一のルートであるが、交通混雑や事故による通行規制により救急搬送
に支障。
・柳井市・平生町周辺から第二次救急医療施設まで30分以内での搬送が困難な地域が存在。

▲柳井・平生バイパスの並行現道区間を走行する救急車

（R1.5撮影）

8

【救急医療施設30分カバー圏域】

資料／通行規制データ（H26-H30）

規制日 開始時刻 規制時間 規制理由 規制内容

H26.7.1 19：32 19分 単独事故 片側通行止

H27.2.7 10：29 1時間19分 単独事故 片側通行止

H28.4.27 9：48 1時間10分 正面衝突 片側通行止

H29.3.6 7：11 2時間28分 追突事故 全面通行止

H29.5.27 14：06 51分 単独事故 片側通行止

H29.8.22 16：20 1時間32分 車両3台の絡む事故 片側通行止

合計 7時間39分 -

N

柳井地区広域消防本部

柳井消防署

南出張所

柳井消防署

西部出張所

柳井消防署

中部出張所

至

下
松
市

柳井・平生バイパス
延長2.2km

柳井消防署

東出張所

至 広島市

やない ひらお

周東総合病院

凡例

柳井地区広域消防組合
管轄エリア

第二次救急医療施設

通行規制箇所(H26-H30)

【柳井・平生地域の救急医療体制、柳井・平生バイパス並行現道の通行規制状況】

救急搬送

▼柳井・平生バイパスの並行現道区間の通行規制実績

N

やない ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km

柳井市

周防大島町
平生町

田布施町

岩国市

上関町
現況カバー圏域

柳井・平生バイパス整備
による拡大エリア

第二次救急医療施設

第二次救急医療施設へ
30分以内で到達できない
エリアが存在

N



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

188

188

188
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165

橋梁 約130m

橋梁 約20m

柳井市役所

やない しょうこう

柳井商工高等学校

しゅうとう

周東総合病院

柳井地区広域
消防組合消防本部

一般国道188号柳井・平生バイパス 延長2.2ｋｍ
やない ひらお
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バイパス区間 延長1.5ｋｍ現道拡幅区間 延長0.7ｋｍ

18,800台/日
12,400台/日

５．事業計画

・交通転換による渋滞の緩和、走行性の向上による交通事故の減少を図り、救急搬送の速達性・確実性を確保するため、一部
現道拡幅区間を含むバイパス整備とした。

【縦断図】

標準横断図（単位:ｍ）
（土工部） （橋梁部）

N

9

3500 750 6500 1750 6500 750 3500

23250

3250 3250 325032503.25 3.25 3.25 3.25

3.50 6.50 6.50 3.500.750.75 1.75

23.25

3500 500 6500 6500

25000

3250 3250 32503250

3500500250

3500

250

10750 10750

25.00

3.5010.75 10.75

3.50 3.50

3.25 3.25 3.25 3.25

6.50 6.500.25 0.250.50 0.50

やない

柳井市

DL=-10.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

DL=-10.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

0.23%

0.3%

橋梁:約17m 橋梁:約125m

終点 平生町宇佐木 起点 柳井市南町５丁目

全体延長： ２．２km
土工延長： ２．１km（９５%）
橋梁延長： ０．１km（ ５%）

（終） 山口県熊毛郡平生町宇佐木 （起） 山口県柳井市南町５丁目
くまげ ひらお ちょう うさなぎ やない みなみまち

橋梁：約20m 橋梁：約130m

ひらお ちょう

平生町

凡 例

対象区間 事故危険区間 市町村境界線

高速道路 死亡事故発生箇所(H26～H29) 車線数（2車線/4車線）

一般国道 事故による通行止め箇所(H26～H30) 津波浸水想定区域

主要地方道 交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査） 津波浸水予測区間

一般都道府県道 交通量調査 通学路（小学校）

その他道路 市街地 通学路（中学校）

橋梁構造 工業地域 通学路（高校

トンネル構造 主な施設

交通量台/日

交通量台/日

○○施設

）



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

188
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柳井市役所

やない しょうこう

柳井商工高等学校

しゅうとう

周東総合病院

柳井地区広域
消防組合消防本部

一般国道188号柳井・平生バイパス 延長2.2ｋｍ
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バイパス区間 延長1.5ｋｍ現道拡幅区間 延長0.7ｋｍ

18,800台/日
12,400台/日

６．整備効果

10

・交通混雑の緩和による地域間道路ネットワーク機能の向上、地域の安全性の向上、救急医療施設へのアクセス性向上による
救急医療活動の支援等。

N

整備効果

当該道路の整備により、速達
性の高い道路ネットワークが
形成される

交通混雑が緩和され、地域間
を結ぶ円滑な道路ネットワー
クの確保が期待される。

【交通混雑の緩和による
地域間道路ネットワーク

機能の向上】
当該道路の整備により、安全
な走行環境・歩行空間が形成
される

バイパスへの通過交通の転換
により、現道188号の安全性
の向上が期待される

【死傷事故件数】
現況 約14件 → 整備後 約11件

（約3件〔約2割〕減少）
【死傷事故率】

現況 約93件/億台キロ
→ 整備後 約70件/億台キロ

（約23件/億台キロ〔約2割〕減少）

【地域の安全性の向上】

当該道路の整備により、現道の
代替路として機能する道路が整
備される

山陽自動車道や国道２号等が通
行止めになった場合、当該道路
が広域的な迂回路として機能す
ることが期待されるとともに、
現道が事故や災害等により通行
止めになった際には、当該道路
が代替路となり、住民生活や救
急救命活動、経済活動を担う道
路ネットワークの確保が期待さ
れる

【災害等に強い信頼性の高
い道路ネットワークの確保】

当該道路の整備により、柳井
地区広域消防組合管内におけ
る救急医療機関へのアクセス
性が向上する

バイパス整備により、第二次
救急医療施設へのアクセス性
が向上し、救急医医療活動の
支援が期待される

【救急医療施設への
アクセス性向上による
救急医療活動の支援】

【柳井市・平生町周辺地域における
救急医療施設への30分カバー圏域】
人口：現況 約61.9万人

→ 整備後 約62.1万人
（約0.2万人増加）

【平生町役場～周東総合病院
の所要時間】

現況 約9分 → 整備後 約7分
（約2分短縮）

当該道路の整備により、トラ
ック輸送等が効率化され物流
生産性が向上する

交通の転換により現道の渋滞
が緩和するため、速達性が向
上し、地域産業の活性化、周
遊観光の促進が期待される

【地域産業活動支援】

【対象区間の通過時間】
現況 約6分 → 整備後 約2分

（約4分短縮）

【対象区間の通過時間】
現況 約6分 → 整備後 約2分

（約4分短縮）

やない

柳井市

ひらお ちょう

平生町

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

事故危険区間

死亡事故発生箇所(H26～H29)

事故による通行止め箇所(H26～H30)

交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査）

交通量調査

市街地

工業地域

主な施設

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

津波浸水想定区域

津波浸水予測区間

通学路（小学校）

通学路（中学校）

通学路（高校）

交通量台/日

交通量台/日

○○施設



一般国道１８８号 柳井・平生バイパス
やない ひらお

７．事業の効果

項 目 全体事業

費用（C） 57

事業費 49

維持管理費 7.9

便益額（B） 77

走行時間短縮便益 70

走行経費減少便益 6.2

交通事故減少便益 1.4

費用便益比 1.4

（億円）▶投資効果（３便益による費用便益比）

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

11

・全体事業費の総費用は57億円、3便益による総便益は77億円で費用便益比は1.4である。

経済的内部収益率（EIRR） 6.0％

※総費用、総便益については、基準年（R元年）における現在価値を記入。
※総便益は、3便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



資料 ３

新規事業候補箇所説明資料

（事業評価部会報告資料）



広島県, 39%
島根東部, 

15%

山口県, 

21%

鳥取県, 

13%

岡山県, 

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100% ①災害等による通行止め時に機能するネットワークの確保

②安全性・走行性の向上

③産業の活性化

④観光振興の促進

⑤救急医療機関への速達性、確実性の確保

３．政策目標

１．当該地域の課題 ２．原因分析

④観光客数の伸び悩み
○島根県西部地域の観光入込客数は、中国地方の3％と少
なく観光ツアーも少ない。（図４）

○周遊範囲が限られており、都市間（観光地間）の速達
性の向上に課題がある。

②多発する死傷事故
○須子～小浜間の国道191号には、人家連単箇
所や交差点部などにおいて、死傷事故率が全
国平均を上回る箇所が8箇所存在。（図１）

①通行止め発生時の影響
○昭和18年水害、昭和47年水害では、高津川の氾濫
により国道191号の浸水被害が発生。（図１）

○海岸浸食に伴う転倒の恐れのある擁壁、飛砂・滞
砂区間等が存在。（写真１、２）

⑤救急搬送時における道路ネットワーク
の速達性、確実性が不十分

②渋滞及び沿道出入り交通による重大事故の発生
○主要な幹線道路が国道１９１号のみのため、交通が集中している。また、沿線には店舗立地が進んでおり、

店舗への出入り交通や渋滞等に起因する死傷事故が発生している。（写真４）

①災害発生時等にも機能する道路ネットワークが不十分
○通行規制の懸念のある要防災対策箇所、飛砂区間、洪水浸水想定区域が幹線道路である国道191号上

に存在。（図６）
○国道191号が唯一の幹線道路であり、災害時や事故発生時の代替路が確保されていない。

③物流効率性の低い道路ネットワーク
○企業進出や販路拡大に資する、広域物流ネットワークが未確保。

○石見臨空ファクトリーパークから東西の物流ルートとなる国道191号及び市道雁丁線は速度低下区間及び
平面縦断線形不良箇所が存在している。

国道１９１号山陰道（須子～小浜）における計画段階評価
す こ こ は ま

⑤救急搬送の速達性、確実性の不足
○萩市の須佐町、田万川町には、救急搬送に30分以上要
する高次救急医療機関の空白地域が存在。（図５）

○高津ＩＣ入口交差点付近の渋滞により、高次救急医療
機関への到着時間の確実性に課題がある。

④観光周遊性の低い道路ネットワーク

図４ 中国地方の観光入込客数

図５ 高次救急医療機関の立地状況

図６ 国道１９１号課題箇所

凡例

要防災対策箇所

洪水時浸水想定区域

集落・市街地

写真４ 沿道出入り交通の状況

図７ 高速道路ネットワークと空港１時間圏域

写真１

海岸浸食に伴う、

転倒の恐れのある擁壁

写真２

冬期の飛砂及び滞砂

○益田市及び萩・石見空港から萩方面の主要観光地への
速達性のある道路ネットワークが未確保であり、
観光ツアーの設定や周遊観光等に支障をきたしている。

（図７）

島根県西部 3%

至

萩

○医療空白地へアクセスする速達性のある道路ネット
ワークが不十分。

○速度低下区間や事故多発箇所の存在により、救急
医療搬送の確実性が不十分。

凡 例

高次救急医療機関

高次救急医療機関
への３０分圏域内

未到達エリア

市町村境

図１ 須子～小浜の現状と課題

図２ 物流ルート状況

凡 例

防災点検要対策箇所

災害時通行規制箇所
（S47・S58災害）

洪水浸水想定区域

死傷事故率が高い箇所

×

空き

61.0%

分譲済

39.0%

0% 50% 100%
図３ ファクトリーパークの分譲率

③地域産業への支障
○国道191号は、九州方面からの原木の運搬
ルートとなっており、定期的な木材の運搬が
行われているが、輸送の効率化が課題。
（図２）

○益田市唯一の工業団地かつ地域経済を牽引す
る重点促進地域である石見臨空ファクトリー
パークは、輸送効率の低さから物流がネック
となり、分譲開始から20年以上経過している
が、分譲率が39％と企業立地が進んでいない。
（図３）



４．対策案の検討

国道１９１号山陰道（須子～小浜）における計画段階評価
す こ こ は ま

評価項目 評価のポイント

須子～小浜間：案Ａ 須子～小浜間：案Ｂ 須子～小浜間：案C

須子～小浜間を最短で結びつつ萩・石見空港へのアクセス性を優先し
たバイパス案(延長 約７.５ｋｍ)

須子～小浜間を短く結びつつ
産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への
アクセス性も考慮したバイパス案(延長 約８.０ｋｍ)

須子～小浜間の
産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）への
アクセス性を優先したバイパス案(延長 約９.５ｋｍ)

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・
改
善
点

通行止め時のﾈｯﾄﾜｰ
ｸの確保

通行止め時の代替路が確保できること △
別線バイパス整備で代替路が確保できる
（国道191号と近接するため、同時被災が懸念）

△
別線バイパス整備で代替路が確保できる
（国道191号と近接するため、同時被災が懸念）

○ 別線バイパス整備で代替路が確保できる

安全性・走行性の向
上

死傷事故率が全国平均を上回る箇所の
改善または回避

○ 別線バイパス整備で死傷事故率が全国平均を上回る箇所を回避 ○ 別線バイパス整備で死傷事故率が全国平均を上回る箇所を回避 ○ 別線バイパス整備で死傷事故率が全国平均を上回る箇所を回避

産業の活性化
産業拠点（石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸ・国営農
地）への速達性が向上できること

△ 石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸへの速達性の向上は見込まれない △
石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸへの速達性の向上が見込まれる
（萩市方面から短縮無、益田市方面から約１分短縮）

○
石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸへの速達性の向上が見込まれる
（萩市方面から約３分短縮、益田市方面から約６分短縮）

△ 国営農地への速達性の向上は見込まれない ○
国営農地への速達性の向上が見込まれる
（萩市方面から短縮無、益田市方面から約１分短縮）

○
国営農地への速達性の向上が見込まれる

（萩市方面から短縮無、益田市方面から約２分短縮）

観光振興の
促進

観光拠点（萩・石見空港）及び観光地間
（益田～萩間）の速達性が向上できること

○ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれる（萩市方面から約６分短縮） ○ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれる（萩市方面から約２分短縮） ○ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれる（萩市方面から約１分短縮）

△ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれない（津和野町方面から短縮無） △ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれない（津和野町方面から短縮無） ○ 萩・石見空港への速達性の向上が見込まれる（津和野町方面から約１分短縮）

○ 益田～萩間の速達性の向上が見込まれる（約２分短縮） ○ 益田～萩間の速達性の向上が見込まれる（約３分短縮） ○ 益田～萩間の速達性の向上が見込まれる（約２分短縮）

救急医療機関への速
達性、確実性の確保

救急医療機関へ早く、確実に搬送できる
こと

○ 下田万地区からの速達性の向上が見込まれる（約２分短縮） ○ 下田万地区からの速達性の向上が見込まれる（約２分短縮） ○ 下田万地区からの速達性の向上が見込まれる（約１分短縮）

△ 中西地区からの速達性の向上は見込まれない ○ 中西地区からの速達性の向上が見込まれる（約２分短縮） ○ 中西地区からの速達性の向上が見込まれる（約２分短縮）

○ 代替路が確保され確実性が向上する ○ 代替路が確保され確実性が向上する ○ 代替路が確保され確実性が向上する

配
慮
す
べ
き
点

生活環境
大気質や騒音等の生活環境への影響が
改善すること

○
市街地を通過する交通がバイパスに転換するため、
現道の沿道環境は改善が見込まれる

○
市街地を通過する交通がバイパスに転換するため、
現道の沿道環境は改善が見込まれる

○
市街地を通過する交通がバイパスに転換するため、
現道の沿道環境は改善が見込まれる

自然環境 自然環境への影響が少ないこと △ 地形改変が最も多く、また橋梁が多いため自然環境との調和に課題がある △ 地形改変が多く、また橋梁が最も多いため自然環境との調和に課題がある ○ 地形改変が最も少なく、また橋梁が最も少ないため自然環境との調和の課題は少ない

生活への影響

移転などが必要な家屋が少ないこと ○ 家屋への影響は小さい（７件） ○ 家屋への影響は小さい（６件） ○ 家屋への影響は小さい（６件）

集落との連絡性に優れること
○ 小浜地区の連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分） ○ 小浜地区の連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分） ○ 小浜地区の連絡性に優れる（小浜ＩＣまで約１分）

△ 中西地区の連絡性に劣る （小浜ＩＣまで約６分） △ 中西地区の連絡性に劣る （中間ＩＣまで約４分） ○ 中西地区の連絡性に優れる（中間ＩＣまで約２分）

工事の影響 工事中の交通規制等が少ないこと △
・空港アクセス道路の通行止め規制が必要
・萩・石見空港の空港施設への配慮が必要

○ 現道での工事が少なく、現道の交通規制も少ない ○ 現道での工事が少なく、現道の交通規制も少ない

経済性への配慮 建設に要する費用が少ないこと ○ 約２７０～３２０億円 △ 約３４０～３９０億円 △ 約２９０～３４０億円

維持管理への配慮 維持管理に要する費用が少ないこと △
増加する管理延長は最も短い。
構造物（橋梁）延長は長い。

△
増加する管理延長は長い。
構造物（橋梁）延長は最も長い。

△
増加する管理延長は最も長い。
構造物（橋梁）延長は最も短い。

（参考）当該事業の経緯等
■計画段階評価の状況
・H27年4月：中国地方小委員会
・H28年6月：第１回 中国地方小委員会
・H28年11月～12月：意見聴取（第１回）
・H29年8月：第２回 中国地方小委員会
・H30年11月：第３回 中国地方小委員会
・H31年3月～R元年6月：意見聴取（第２回）
・R元年12月：第4回 中国地方小委員会

■地域の要望等

・H29年7月 : 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交
通省へ要望

・H29年11月: 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土
交通省へ要望

・H30年8月 : 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交
通省へ要望

・H30年11月: 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土
交通省へ要望

・R元年6月 : 島根県西部高速道路利用促進協議会が国土交通省へ要望
・R元年7月 : 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交

通省へ要望
・R元年10月 : 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土

交通省へ要望
・R２年2月 ： 島根県知事、益田市長が国土交通省へ要望

【標準横断図】

対応方針（案）：案Ｃによる対策が妥当

（単位：ｍ）N

図８ 当該地域における対策案検討
凡例

土砂災害警戒区域
(急傾斜地の崩壊)

土砂災害警戒区域
(土石流)

土砂災害警戒区域
(地すべり)

案Ａ

案Ｂ

案Ｃ

：【案A】須子～小浜間を最短で結びつつ萩・石見空港へのアクセス性を優先したバイパス案

：【案B】須子～小浜間を短く結びつつ産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）へのアクセス

性も考慮したバイパス案

：【案C】須子～小浜間の産業拠点（石見臨空ファクトリーパーク・国営農地）へのアクセス性を優先した

バイパス案

：中間ＩＣ設置箇所案

【計画概要】

・路線名 ：一般国道１９１号

・区間 ：島根県益田市戸田町～

島根県益田市飯田町
・概略延長 ：９．５km
・車線数 ：２車線
・設計速度 ：８０km/h
・概ねのﾙｰﾄ：図８ 案Ｃの通り

ま す だ

い い だ

と だ

土工部 橋梁部

ま す だ

飛砂・滞砂区間

凡例
要防災対策箇所

事故による通行止め
発生箇所（H19～H29）

死亡事故発生箇所
（H19～H29）

主要渋滞箇所

死傷事故率が全国
平均を上回る箇所

速度低下区間（旅行速
度20km/h以下区間）

洪水時浸水想定区域

高次医療施設

×



①災害及び安全性に対して脆弱な道路ネットワーク

・脆弱な道路の課題箇所を回避し、災害や安全性に対し信頼性の高いネットワークを確保
・物流ネットワークの確保による輸送時間の短縮により、物流効率化を支援
・第二次救急医療施設への速達性・アクセス性の向上により救急搬送などの医療サービスが向上

・対象区間の整備により交通混雑区間が回避され、救急搬送の速達性が向上。
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・起終点：島根県益田市戸田町

～島根県益田市飯田町
・延長等：9.1km
（第１種第３級、2車線、80km/h）
・全体事業費：約330億円
・計画交通量：約8,500

～約13,200台/日

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

益田西道路
ま す だ に し

ますだ

ますだ いいだ ちょう

と だ ちょう

図3 須子～小浜間の現状と課題

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図1 広域図

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,000台/日 約3,200台/日 約5,000台/日

写真1 冬期の飛砂及び滞砂

写真2 防災点検要対策箇所
（海岸浸食に伴う、転倒の恐れのある擁壁）

図2 事業位置図
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延長15.2km
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（山陰自動車道）

益田西道路
延長9.1km
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三隅・益田道路
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２．課題

３．整備効果

一般国道１９１号（山陰自動車道）益田西道路に係る新規事業採択時評価
さ ん い ん ます だ にし

効果１ 災害に対し信頼性の高い道路ネットワークの確保[◎]
・現道の課題箇所を回避し、災害に対し信頼性の高い道路ネットワークを確保。
【災害区間の回避】

高津川洪水浸水想定区域 約1,000m、飛砂・滞砂区間 約1,000m、防災点検要対策箇所1箇所の回避

１．事業概要

B/C EIRR※1 総費用 総便益
2.0

（0.6）
11.6%

（1.4%）
972億円※2

（251億円※2）
1965億円※2

（156億円※2）

効果３ 救急医療サービスの向上[◎]

■道路ネットワークの防災機能評価結果

しまね

しまね

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR:経済的内部収益率 ※2：基準年（令和元年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

改善
ペア数

脆弱度 累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

23

(2)

0.92［C］
（0.86［C］）

0.37［C］
（0.86［C］）

▲216.82

(▲7.70)

0.09

(0.03)

0.70

(0.00)
〇

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果
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図4 物流ルート状況

Ｎ

至 津和野

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

須子IC

飛砂・滞砂区間

ファクトリー
パーク入口交差点

萩・石見空港入口交差点

高津IC交差点

久城IC

益田市役所

益田赤十字病院

高津IC

国営農地

益田市

石見臨空
ファクトリーパーク

191

旧須佐町
旧田万川町

③第二次救急医療施設へのアクセス

②物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・国道191号（高津IC交差点～戸田町）は、高津川洪水浸水想定区域、防災点検要対策箇
所、飛砂・堆砂区間が存在。(写真1、写真2、図3)

・人家連担区間や交差点部などにおいて、死傷事故率が全国平均を上回る箇所が存在。
（図3）

たかつ と だ ちょう

凡例

防災点検要対策箇所 洪水浸水想定区域

災害時通行規制箇所（S58災害） 死傷事故率が高い箇所×

・重要港湾である、浜田港の合板生産拠点へ
は、九州より定期的な木材の運搬が行われて
いるが、材料の安定供給に課題（図4）

・益田市の主要な産業拠点で

ある石見臨空ファクトリーパ

ークから、東西方向への電子

部品等の物流ルートとなる、

国道191号や市道雁丁線は

安定した搬送に課題。

(図4)

は ま だ

・救急医療施設のない、萩市東部の旧須佐町
、旧田万川町では、重篤患者の緊急搬送を
益田赤十字病院に依存しているが、交通課
題のある国道１９１号を通過せざるを得ない
状況。（図6）

はぎ す さ ちょう

た ま がわ ちょう

・工業団地へのアクセスが向上することで新たな企業の進出や既存企業の活性化を支援。
【高津IC交差点～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸにおける所要時間】 現況13分→整備後7分（約6分短縮）
【田万川総合支所～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸにおける所要時間】 現況19分→整備後16分（約3分短縮）

※H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より。 現 況：現道利用ルート 整備後：益田西道路利用ルート （対象区間は設計速度80kmで算出）

効果２ 物流ネットワークの確保[◎]

た か つ い わ み りんくう
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図6 救急搬送件数
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（益田西道路整備時）
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たかつがわ

計画段階評価を

進めるための調査

浜田港木材
約100台/月

電子部品等
約590台/月

健康食品等
約60台/月

ま す だ

い わ み り ん く う

が ん

出典：関係企業へのヒアリング結果
※大型貨物車両による物流量

出典：H30年度国道１９１号経由救急搬送実績

萩市東部から益田市の

第二次救急医療施設への搬送件数 269件/年

出典：H26－H29ITARDAデータ

たかつがわ
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ま す だ せ き じ ゅ う じ

こ は ま た ま が わ
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約1,000ｍ

ち ょ う せ ん

図５ ファクトリーパークの
分譲率（R元）

分譲済
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空き

61.0%
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一般国道１８０号 岡山市西長瀬～楢津における計画段階評価

１．当該地域の課題

○当該区間は１日２万台を超える
交通量（従道路も２万台を超える
交通量）があるが側道部の暫定
供用で、平面２車線の道路構造で
あることから主要渋滞箇所が
２箇所存在するなど、慢性的な
渋滞が発生。 （図１、写真１）

①幹線道路の混雑緩和
②幹線道路の安全性の向上
③救急医療活動の円滑化

３．政策目標

①渋滞による旅行速度の低下

○岡山西消防署管内における緊急搬送の約６割を、岡山市立市民病院（第二
次救急医療施設）と岡山済生会総合病院（第二次救急医療施設）で担ってい
るが、主要な搬送ルートである岡山西バイパスの交通混雑の影響を受ける等
、救急搬送に支障。（図３・図４）

③救急搬送の阻害

に し な が せ

２．原因分析

図１ 岡山西バイパスの主要渋滞箇所、渋滞長、旅行速度

○当該区間の死傷事故率は全国平均の約2.4倍
の153件／億台キロと非常に高い状況。（図２）

②多発する死傷事故

○岡山市は倉敷市、総社市な
ど西方面との結びつきが強
い （図５）
○県西部と岡山都心部の流出
入は、岡山西バイパスを経
由して流出入しており、岡山
西バイパスに交通が集中。
（図６）

①幹線道路である国道180号バイパスへの交通集中

○事故類型では速度低下から引き起こされると考えられる
追突事故の割合が約７割を占め、安全性に課題。
（図７）

②幹線道路の速度低下による追突事故の発生図２ 岡山西バイパスの死傷事故率

図５ 岡山市と周辺地域の交通流動 図６ 岡山西バイパスの交通流動

な ら づ

○救急搬送時に渋滞の影響を受け、往復分離された片側１車
線道路であるため、追い越し困難であり、救急車両の円滑
な通行が阻害。（写真２）

③渋滞による救急車両の円滑な通行の阻害

資料：ITARDAデータ
全国平均：H29、野殿西・西長瀬：H26-H29
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図７ 岡山西バイパスの事故類型

27.2

19.0

50.4

31.7

32.4

34.2

35.0

42.3

30.2

31.5

21.3

26.8

11.4

34.4

11.6

25.9

22.3

18.2

20.9

20.9

23.4

8.9

24.5

11.2

20.9

9.2

24.8

20.4

15.2

18.7

15.9

18.6

11.1

22.9

10.9

44.4

24.4

26.9

18.9

25.1

27.2

22.5

26.2

10.9

23.9

12.4

44.4

24.9

27.7

19.6

26.2

25.9

24.2

25.4

10.3

20.9

8.8

42.3

18.6

25.7

20.1

19.7

19.0

17.6

22.4

10.0

14.5

6.2

36.2

12.8

23.7

23.1

18.0

17.6

17.9

20.5

7.5

12.3

5.9

37.9

15.8

24.3

24.1

17.7

20.2

18.4

18.7

6.1

23.2

14.1

44.9

28.0

27.9

29.4

24.5

25.2

20.6

22.1

10.5

39.6

20.0

30.9

40.6

11.0

36.8

19.7

23.6

37.8

34.7

38.8

37.6

17.3

17.4

36.9

6.2

25.5

11.7

14.4

23.6

23.6

32.7

38.0

17.1

20.1

39.8

6.4

23.3

12.5

13.0

18.4

18.0

16.6

35.2

17.0

22.6

38.2

9.5

29.2

12.0

13.0

22.7

24.0

30.0

38.6

17.7

24.1

39.0

10.4

31.7

12.9

14.4

26.1

26.4

34.7

35.0

17.8

28.0

39.3

13.5

34.6

13.2

14.5

20.3

26.4

35.5

29.6

17.5

24.0

38.8

8.3

27.1

12.4

12.5

18.8

23.0

35.0

34.8

18.2

20.6

38.0

6.9

23.6

12.4

12.4

22.6

26.4

34.4

40.0

19.0

19.8

40.4

11.3

31.0

14.1

16.3

28.5

28.8

35.8

上
り

下
り

図４ 西消防署管内の救急搬送状況図３ 西消防署管内における病院別搬送件数

西方面との
結びつきが強い
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【凡例】
主要渋滞箇所
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追突
102件 74％

人対車両 4件 3％
出会い頭 7件 5％

左折 7件 5％

その他 9件 7％
車両単独 2件 1％

右折 6件 4％

県西部と都心部の流出入は
岡山西バイパスを経由

（N=3,168件）
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43％岡山
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【標準横断図】
対応方針(案)：案②による対策が妥当

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等

■概略ルート構造の検討、都市計画手続きの状況
・S54年3月：都市計画決定（L=5.6km）
・H23年3月：全線側道供用
・H31年6月：岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ（検討着手）
・R2年2月 ：岡山都市圏渋滞対策検討ワーキンググループ（優先整備区間選定）

■地域の要望等
・H30年5月：岡山県知事が国土交通省に事業化要望
・H30年8月：一般国道180号岡山県整備促進期成会が国土交通省に事業化要望
・R元年6月：岡山県知事が国土交通省に事業化要望
・R元年8月：一般国道180号岡山県整備促進期成会が国土交通省に事業化要望
・R2年1月 ：岡山市長が国土交通省に事業化要望

【計画概要】

・路線名 ：一般国道180号

・区間 ：岡山県岡山市南区西長瀬～

岡山県岡山市北区楢津

・概略延長：約3.5km

・車線数 ：4車線

・設計速度：60km/h

一般国道１８０号 岡山市西長瀬～楢津における計画段階評価

評価項目
【案1】 本線平面整備案(4車線) 【案2】 本線立体整備案(4車線)

・交通課題が特に高い区間について本線平面4車線整備する案 ・交通課題が特に高い区間について本線立体4車線整備する案

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・

改
善
点

混雑緩和
△

・速達性は案2に劣る
（現況に比べて４分短縮）

○
・速達性は案1より向上
（現況に比べて７分短縮）

△ ・単路部における交通容量は解消するが交差点部の混雑が一部残存 ○ ・交差点部の混雑が緩和し、立体部の交通容量も確保

交通安全の確保 △
・追突事故の減少が見込まれるが、平面交差点が残るため効果の発現は
限定的

○
・立体部は走行性が高く上下線分離構造のため事故の低減が見込まれる
・現道(側道)は死傷事故の低減が見込まれる

円滑な救急医療
活動の確保

△
・混雑が緩和されるが平面交差点を通過するため、所要時間の短縮は限
定的

○ ・立体区間の速度向上が図られ所要時間の短縮が見込まれる

道
路
整
備
の

影
響

工事の影響 ○ ・現道を通行させながらの施工が可能である ○ ・現道を通行させながらの施工が可能である

既存都市計画と
の整合

△ ・現都市計画の変更が必要で合意形成に時間を要する ○ ・既存都市計画に概ね対応した整備であり、合意形成を図りやすい

建設費 ○ ・約２６０億円※既設橋梁については有効活用 △ ・約３３０億円

総合評価 △ ○

おか やま し みなみ にし なが せ

おか やま し きた なら づ

【案２】 本線立体整備案(4車線)

凡 例

対象区間 橋梁構造

高速道路 主要渋滞箇所

一般国道 通行止め箇所（H26～H30）

主要地方道 死傷事故率が高い区間

一般都道府県道 市街地（集落）

その他道路 市町村境界線

車線数（2車線/4車線/6車線）

【案1】 本線平面整備案(4車線)

（単位：mm）
＜整備箇所＞

＜開通済＞＜開通済＞

【案１】

【案２】

に し な が せ な ら づ
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おおひばしにし

なかせんどう
ようちえんまえ

ひらたにし

のどのにしまち

ひがしのやまちょう ならづひがし



○当該区間の死傷事故件数【現況】34件/年 → 【整備後】23件/年
○当該区間の死傷事故率 【現状】153.1件/億台キロ → 【整備後】50.6件/億台キロ
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27,800台/日

24,100台/日

9,900台/日

野殿西町交差点

・岡山県西部から岡山都心部へ
のアクセスには国道１８０号岡山
西バイパスを経由（図２）

・当該区間は平面２車線であるが
１日２万台を超える交通量（交差
道路も２万台を超える交通量）が
あるため、主要渋滞箇所が２箇
所存在するなど、慢性的に交通
混雑が発生。
（写真①、図２）
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・アクセスコントロールされた４車線化整備により、主要渋滞箇所が解消し、信頼性の高いネットワークを構築
・交通混雑解消にともなう、交通事故の減少により、安全性が向上
・第二次救急医療施設への速達性が向上し、救急医療活動を支援

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図１ 事業位置図

２．課題

１．事業概要

３．整備効果

※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R1年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）

図４ 岡山西バイパス
当該区間の事故類型図３ 岡山西バイパスの死傷事故率

一般国道１８０号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津）に係る新規事業採択時評価
にしながせ ならづ

課題③救急搬送活動の阻害

（件/億台ｷﾛ）

全国平均の
約2.4倍

おかやま おかやま きた にしながせ

・起終点：岡山県岡山市北区西長瀬
おかやま おかやま きた ならづ

～岡山県岡山市北区楢津
・延長等：３．５ｋｍ
（第4種第1級、4車線、設計速度60km/h）
・全体事業費：約330億円
・計画交通量：約34,300台/日

B／C EIRR※１ 総費用 総便益

4.7 16.7％ 244億円※２ 1,148億円※２

効果１ 幹線道路の交通混雑解消［◎］
・当該区間の４車線整備（立体化）により、主要渋滞箇所は２箇所を回避。

効果２ 幹線道路の交通安全性の向上［◎］
・当該区間の交通混雑の解消で、交通混雑に起因する追突事故が減少。事故危険個所１箇を
回避。

効果３ 救急医療活動の円滑化［◎］
・当該区間の交通混雑が解消することにより、第二次救急医療施設への搬送時間が短縮し、
救急医療活動の円滑化に寄与。
○吉備中央町から市立市民病院への搬送時間の短縮 【現況】 51分 → 【整備後】 43分

○渋滞損失時間 【現況】106万人時間/年 → 【整備後】10万人時間/年
○旅行速度 【現状】16㎞/h → 【整備後】60㎞/h

乗用車 小型貨物 普通貨物

約24,200台/日 約4,500台/日 約5,600台/日

・事故類型では著しい交通混雑に
起因する、追突事故の割合が約４
分の３を占め、安全性に課題。
（図４）

・当該区間の死傷事故率は全国
平均の約2.4倍の153件／億台キ
ロと高い状況。（図３）

・岡山西消防署管内における緊急
搬送の約６割を、岡山市立市民
病院（第二次救急医療施設）と岡
山済生会総合病院（第二次救急
医療施設）で担っているが、主要
な搬送ルートである岡山西バイ
パスの交通混雑の影響を受ける
等、救急搬送に支障。
（図５・図６、写真②）

図５ 西消防署管内の救急搬送状況
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高松救急

２．課題

課題①交通混雑による旅行速度の低下

至 岡山市南区

至 総社市
県西部から都心部へのアクセスは
岡山西バイパスを経由

図２ 国道180号岡山西バイパスの交通流動、主要渋滞箇所、渋滞長

第二次救急医療施設

西消防署管轄エリア

凡例

当該区間

おかやまにし

※【現 況】H27全国道路・街路交通情勢調査（側道） 【整備後】R12将来交通量推計結果に基づき算出（岡山西バイパス本線）

※【現 況】H26-H29ITARDAデータ（側道） 【整備後】R12将来交通量推計結果を用いて人身事故算定式により算出（側道＋岡山西バイパス本線）

※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より 【現況】側道利用ルート 【整備後】岡山西バイパス本線利用ルート（対象区間は設計速度60km/hで算出）

出典：R1.11交通実態調査

出典： [全国平均］交通統計 平成29年版
[事業区間]H26-H29 ITARDAデータ

出典： [事業区間]H26-H29 ITARDAデータ

出典： 岡山市消防局提供
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一般国道１８０号（岡山環状道路）岡山西バイパス（西長瀬～楢津）に係る新規事業採択時評価
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柳井・平生

山口県直轄

全国

人対車両 車両相互（正面衝突） 車両相互（追突）

車両相互（出合頭） 車両相互（右左折） 車両相互（その他）

車両単独

(30件/4年)

(208万件/4年)

(6,169件/4年)

追突事故が約７割

①交通安全の確保

②救急医療機関への速達性・確実性の確保

③観光振興の促進

④産業振興を支援するネットワークの強化

⑤交通の円滑化

⑥災害等に強い信頼性の高い道路ネットワークの確保

３．政策目標

１．当該地域の課題 ２．原因分析

⑤国道１８８号における交通混雑
○対象区間は整備済み区間に挟まれた
２車線区間となっているため、交通容量
不足に起因する著しい交通混雑が発生。
（図４）
○対象区間の現道は混雑度が１．２５を
超え、交通混雑による地域間道路ネット
ワーク機能が低下。（図４）

②救急医療施設への救急搬送能力が低下
○第二次救急医療施設への搬送は、国道１８８号が唯一のルートであるが、混雑や事故による通行規制（平成２６
年以降に対象区間で６回）により救急搬送に支障が生じる。

○柳井市・平生町周辺地域
から第二次救急医療施設
まで30分以内での搬送が
困難な地域が存在。

①国道１８８号柳井・平生地域で多発する死傷事故
○バイパス整備区間の国道１８８号の死傷事故率は、全国平均の
最大約２．９倍と高い箇所が存在し、安全性に課題。 （図１）

○沿道の出入り交通や渋滞等に起因する追突事故の発生割合が
全国及び山口県直轄平均と比較して高い。（図２）

③観光客数の伸び悩み
○柳井市・平生町の観光客数は伸び悩んでおり、特に県外客
が少ない。（図３）

⑥災害時等にも機能する道路ネットワークが不十分
○災害等により山陽自動車道、国道２号等が通行止めになった場合、
国道１８８号に交通量が転換し、交通容量が不足する。
（平成３０年７月豪雨発災直後の日交通量：平常時の約１．１倍[全車]、約２．３倍[大型車]）

○災害や事故発生時の代替路が確保されていない。

⑤国道１８８号に交通が集中し、交通容量を超過
○対象区間の利用が想定される通勤・通学流動が多いものの、東
西方向の幹線道路が不足しており、国道１８８号に交通が集中し、

周東総合病院前交差点、田布呂木交差点において渋滞が発生。
（図６）
○沿道からの出入りや病院、高校等への右左折交通が多く、円滑
な交通を阻害。

②救急搬送道路ネットワークの速達性が不十分
○柳井地区広域消防組合の所管は広範囲であるが、速達性及び
時間信頼性の高い幹線道路ネットワークが不十分。

③観光周遊性の高い道路ネットワークが不十分
○渋滞の発生や通行止め発生時に代替路が確保されていないた
め、アクセス性が低く広域的な周遊観光が行われていない。

資料／事故統合データベースH26-H29図１ 現道の死傷事故率
図２ 死傷事故類型

一般国道１８８号 柳井・平生バイパスにおける計画段階評価
や な い ひ ら お

④地域産業への支障
○周辺にLNGや都市ガス等を製造する工業地域があり、国道
１８８号を利用して広範囲に物流活動が行われているため、
信頼性の高い物流網の構築が必要。

⑥通行止め発生時の影響が懸念
○平成３０年７月豪雨時に、岩国市～下
松市間において山陽自動車道、国道２
号等の主要幹線道路が通行止めとなり、
国道１８８号が迂回路として機能し、そ
の影響で、災害直後は激しい速度低下
が発生。（図５）

○多重性が低く、通行止めや渋滞発生時には、
経済・救急救命活動に支障をきたすことが懸念。

①渋滞や沿道からの出入り交通の発生
○周辺住民は、国道１８８号を生活道路、通学路として利用しているが、歩道未整備区間が存在するとともに、
通勤車両や沿線からの出入り交通、通学生徒等が錯綜し危険な状況。（写真１、写真２、写真３）

④物流効率性の高い道路ネットワークが不十分
○渋滞が発生しており、物流効率性が低下。（写真４）

写真３ 横断状況写真２ 交差点の流出入状況

図５ 平成３０年７月豪雨時の渋滞状況

写真１ 狭小区間における自転車走行
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図６ 柳井市における通勤・通学者数内訳
※自市内除く ※光市等：光市、下松市、周南市

資料／H27国勢調査

図４ 交通状況

図３ 発地別観光客数(H30)

資料／平成30年山口県の宿泊者
及び観光客の動向について

資料／事故統合データベースH26-H29

資料／旅行速度データ/ETC2.0プローブデータ［H30.7豪雨発災直後：H30.7.7（土）］

写真４ 滞留状況
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平均超過箇所 平均未満箇所 64.7件／億台キロ（H29全国平均死傷事故率）

300

200

100

0

（件/億台キロ）
周東総合病院前交差点

188.1

築廻交差点

155.9

全国平均の
約２．９倍

田布路木交差点

全国平均の
約２．４倍

田布呂木交差点

南町西交差点

104.0 98.7

対象区間

開通済
（2/4）

拡幅
（4/4）

188

124百台/日

混雑度1.02

平生町役場

平生小学校

柳井商工高等学校

柳井地区広域
消防組合本部

中国電力発電所
（柳井LNG基地）

柳井市役所
188百台/日

混雑度1.38
しゅうとう

周東総合病院
ひらお

平生局改

柳井高等学校

柳井学園高等学校

やない

柳井局改
やない

柳井バイパスやない

柳井市

ひらおちょう

平生町

山口県

188百台/日

混雑度0.70 140百台/日

混雑度1.19

N

凡例

対象区間
一般国道
主要地方道
一般県道
JR山陽本線
市役所
町村役場
病院
学校
その他施設
工業地域
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混雑度
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街路交通情勢調査

82.3%

89.4%

32.7%

59.5%

17.7%

10.6%

67.3%

40.5%

0% 50% 100%

柳井市

平生町

岩国市

山口県

県内

県外

県外客が少ない

県外客が多い



評価項目 評価のポイント

【案１】 バイパス＋一部現道拡幅（現都市計画ルート） 【案２】 現道拡幅案

現道の課題区間を回避する４車線のバイパスを整備し
残る区間の現道を拡幅する案

現道（対面２車線）を４車線に拡幅する案

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・
改
善
点

交通安全の確保
交通事故が起きにくいこと
歩行者の安全性が確保されること

〇
・バイパスへ交通転換することにより交通事故が減少
・バイパス区間に歩道が整備され、安全性が確保される

〇
・現道拡幅で右左折交通が分離され交通事故が減少
・全ての区間で歩道が整備され、安全性が確保される

救急医療機関への速達性・
確実性の確保

救急医療機関へ早く、確実、安全に搬
送できること

〇

・バイパスへ交通転換することにより渋滞が緩和し、救急医療
機関への速達性向上が見込まれる

・バイパス整備により、災害や事故等による通行規制の影響を
受けず、早く確実に搬送可能

△

・現道拡幅により交通処理能力が向上し、救急医療機関への速
達性向上が見込まれる

・災害や事故等による通行規制時には徐行が求められるため、
効果は案1に比べ小さい

観光振興の促進 観光地へアクセスしやすいこと 〇
・バイパス整備により、事故等による通行規制の影響を受け
ず、観光地へのアクセス性が向上

△
・現道拡幅により車線数が増加し、事故等による全面通行止め
のリスクは減少するものの、規制時には徐行が求められ、観
光地へのアクセスに時間を要する

産業振興を支援する
ネットワークの強化

物流時間の短縮や移動時間を読みやす
くし、産業活動を支援すること

〇 ・バイパス整備により、走行性が確保され、速達性が向上 △
・現道拡幅により交通処理能力が向上し渋滞緩和が見込まれる
が、効果は案1に比べ小さい

交通の円滑化 渋滞が緩和できること 〇 ・バイパスへ交通転換することにより渋滞が緩和 △
・現道拡幅により交通処理能力が向上し渋滞が緩和
・信号交差点が残るため、案1より速度低下

災害等に強い信頼性の高い
道路ネットワークの確保

災害や事故等による通行止め発生時に
多重性が確保されること

〇 ・バイパス整備により多重性が確保される △
・現道拡幅により車線数が増加し、全面通行止めのリスクは減
少するものの、多重性は確保されない

配
慮
す
べ
き
点

環境等への影響 自然環境への影響が少ないこと △ ・土地を新たに改変する範囲が大きいため配慮が必要 〇 ・土地を新たに改変する範囲は小さい

生活への影響 移転等が必要な家屋が少ないこと 〇 ・４５軒 △ ・７５軒

工事の影響 工事中の交通規制の影響が少ないこと 〇 ・バイパス部工事のため、現道の交通規制は少ない △ ・現在の国道を拡幅するため、交通規制が多い

建設費 建設に要する費用が安いこと 〇 ・約７０億円 △ ・約８０億円

４．対策案の検討

図７ 当該地域における対策案検討

対応方針（案）：案１ による対策が妥当

（参考）当該事業の経緯等

■概略ルート構造の検討、都市計画手続きの状況
・H31年2月：第１回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（検討着手）
・H31年4月～ R元年5月：意見聴取（第１回）
・R元年6月：第２回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（対応方針決定）
・R元年7月：意見聴取（第２回）
・R元年8月：第３回柳井平生地域における道路整備に関する勉強会（整備方針決定）
・R2年2月：都市計画決定（変更）・告示

■地域の要望等
・H30年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H30年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・H30年11月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・H31年2月：山口県知事と山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年6月：山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R元年8月：山口県東部高速交通体系整備促進協議会が国土交通省に事業化要望
・R元年11月：柳井市長、平生町長が国土交通省及び財務省に早期事業化要望

【計画概要】

・路 線 名：一般国道１８８号

・ 区 間 ：山口県柳井市南町５丁目～山口県熊毛郡平生町宇佐木

・概略延長：２．２ｋｍ ・車線数：４車線

・設計速度：６０ｋｍ／ｈ ・概ねのルート：図７ 案１ の通り

【標準断面図】案１ バイパス区間

土工部 橋梁部

（単位：ｍ） 【標準断面図】案１ 現道拡幅区間、案２ （単位：ｍ）

やない みなみまち くまげ ひらおちょううさなぎ

凡例

公共施設・公園

病院・福祉施設

神社仏閣 墓地 文化財
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森林等
河川等
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一般国道１８８号 柳井・平生バイパスにおける計画段階評価
や な い ひ ら お
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柳井地区広域消防本部

柳井消防署

南出張所

柳井消防署

西部出張所

柳井消防署

中部出張所
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松
市

やない ひらお

柳井・平生バイパス
延長2.2km 柳井消防署

東出張所

しゅうとう

周東総合病院

N

やな い ひら お

柳井・平生バイパス
延長2.2km

柳井市

周防大島町
平生町

田布施町

岩国市

上関町

一般国道１８８号 柳井・平生バイパスに係る新規事業採択時評価

・柳井・平生バイパスの整備により、交通混雑の緩和を図り、物流生産性の向上に寄与
・バイパスへの交通の転換が図られることにより、通学路等の地域の安全性向上に寄与
・第二次救急医療施設へのアクセス性が向上し、救急医療活動を支援

やない ひらお

図２ 死傷事故の内訳（N=30件）写真② 狭小区間における自転車走行状況

②事故が多く安全性に課題

・周辺住民は、国道188号を生活道路、通学
路として利用しているが、歩道未整備区間
が存在するとともに、通勤車両や沿線からの
出入り交通、通学生徒等が錯綜し危険な状
況。 （写真②、図３）

・対象区間の現道は、死傷事故率が高い交差
点が連続して存在。（図３）

至 下松

至 岩国

至

柳
井
商
工
高
校

至

周
東
総
合
病
院

渋滞車両

写真① 交通混雑の状況

１．事業概要
やまぐち やない みなみまち

・起終点：山口県柳井市南町５丁目～
やまぐち くまげ ひらお ちょう うさなぎ

山口県熊毛郡平生町宇佐木
・延長等：2.2ｋｍ
（第3種第2級、4車線、設計速度60km/h）
・全体事業費：約70億円
・計画交通量：約18,200台/日

乗用車 約13,000台/日

小型貨物 約3,100台/日

普通貨物 約2,100台/日

至 岩国

至 下松

２．課題
①交通混雑による地域間道路ネットワーク機能の低下
・対象区間は整備済み区間に挟まれた２車線区間となっているため、

交通容量不足に起因する著しい交通混雑が発生。（図１、図３）

・対象区間の現道は混雑度が１．２５※を超え、交通混雑による地域間

道路ネットワーク機能が低下。

（図１、写真①）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B／C EIRR※１ 総費用 総便益

1.4 6.0％ 57億円※２ 77億円※２

３．整備効果

効果３ 救急医療施設へのアクセス性向上による救急医療活動の支援［◎］
・バイパス整備により、第二次救急医療施設へのアクセス性が向上し、救急医療活動を支援。

効果２ 地域の安全性の向上［◎］
・バイパスへの通過交通の転換により、現道188号の安全性が向上。

③救急医療施設への救急搬送能力が低下

【死傷事故件数】現況 約14件/年 → 整備後約11件/年（約3件/年〔約2割〕減少）
【死傷事故率】 現況 約93件/億台キロ/年 → 整備後約70件/億台キロ/年

（約23件/億台キロ/年〔約2割〕減少）

※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R元年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）

【柳井市・平生町周辺地域における救急医療施設への30分カバー圏域】
人口：現況 約61.9万人 → 整備後 約62.1万人（約0.2万人増加）

【平生町役場～周東総合病院の所要時間】 現況 約9分→整備後 約7分（約2分短縮）

・第二次救急医療施設への搬送は、国道188号が唯一のルートであるが、混雑や事故による通
行規制により救急搬送に支障。（図４）

・柳井市・平生町周辺地域から第二次救急医療施設
まで30分以内での搬送が困難な地域が存在。（図５）

効果１ 交通混雑の緩和による地域間道路ネットワーク機能の向上［◎］
・交通混雑が緩和され、地域間を結ぶ円滑な道路ネットワークを確保。

【対象区間通過時間】 現況 約6分 → 整備後 約2分（約4分短縮）

図５ 救急医療施設30分カバー圏域

※【現況】現況交通量推計結果（並行現道区間） 【整備後】R12将来交通量推計結果（並行現道区間＋柳井・平生バイパス） 人身事故件数算定式より

※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より 【現状】現道利用ルート 【整備後】柳井・平生バイパス利用ルート（対象区間は設計速度60km/hで算出）

※H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より 整備後は柳井・平生バイパス設計速度60km/hで算出

図４ 柳井・平生地域の救急搬送状況
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図１ 事業位置図
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図３ 交通混雑状況と安全性における課題箇所
資料／事故統合データベースH26-H29

交通実態調査結果（R1.5.21）、通行規制データ（H26-H30）
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やない ひらお

柳井・平生バイパス 延長2.2km

N

築
廻
交
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柳井商工高等学校

文

188

周東総合病院
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下
松
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岩
国

死
傷
事
故
率

対象区間
渋滞長（7～8時台の最大渋滞長）
事故による通行止め（H26-H30）
死亡事故発生箇所（H26-H29）
歩道未整備区間
通学路（小学校）
通学路（中学校）
通学路（高校）
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布
路
木
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104.0

188.1

98.7

※混雑度1.25とは、ピーク時間帯はもとより、
ピーク時間を中心として混雑する時間帯が
増加する可能性が高い状態。

資料／事故統合データベースH26-H29

正面衝突
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やない ひらお



一般国道１８８号 柳井・平生バイパスに係る新規事業採択時評価
やない ひらお

一般国道188号
やない ひらお

柳井・平生バイパス

山 口 県

広 島 県

島 根 県

N

【縦断図】
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188
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全体延長： ２．２km
土工延長： 約２．１km（９５%）
橋梁延長： 約０．１km（ ５%）

N

標準横断図（単位:ｍ）

（土工部）

（橋梁部）
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12,400台/日
平生町
ひらおちょう

柳井市役所

一般国道188号 柳井・平生バイパス 延長2.2ｋｍ
やない ひらお
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18,800台/日

柳井地区広域
消防組合消防本部
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0.23%

0.3%

橋梁:約17m 橋梁:約125m

終点 平生町宇佐木 起点 柳井市南町５丁目（起）（終）

橋梁：約20m 橋梁：約130m
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柳井商工高等学校

しゅうとう

やないしょうこう

ひらおちょう うさなぎ やないし みなみまち

周東総合病院

凡 例

対象区間 事故危険区間 市町村境界線

高速道路 死亡事故発生箇所(H26～H29) 車線数（2車線/4車線）

一般国道 事故による通行止め箇所(H26～H30) 津波浸水想定区域

主要地方道 交通量（H27全国道路・街路交通情勢調査） 津波浸水予測区間

一般都道府県道 交通量調査 通学路（小学校）

その他道路 市街地 通学路（中学校）

橋梁構造 工業地域 通学路（高校

トンネル構造 主な施設

交通量台/日

交通量台/日

○○施設
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